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所 長 教 授 寺 松 孝

(内科学第一部門)

主任教授 :前川暢夫,助教授 :中西通泰,講師 :川合 満,助手 :西山秀樹,倉滞卓也,坂東憲司,講師 (非常

勤):池田宣昭,今井節朗,中井 準,吉見輝也,松原恒雄,河野博臣,技官 :西尾貞子,本間 トキエ

(内科学第二部門)

主任教授 :大島駿作,助教授 :泉 孝英,講師 :木野稔也,助手 :大山口握,門 政男,松井祐佐公,平田健雄,

講師(非常数):日置辰一朗,中島道郎,福間謙助,杉本幾久雄,小松幹雄,佐藤篤彦,技官 :今井保代,技能補

佐員 :谷間文子

(胸部外科学部門)

主任教授 :寺松 孝,助教授 :伊藤元彦,講師 :加藤弘文,助手 :瀧 俊彦,田村康一,講師(非常数):宮田時

夫,吉栖正之,秋山文摘,日野常稔,技官 :平井 要,技能補佐員 :野口恵司

(病理学部門)

主任教授 :安平公夫,助教授 :竹田俊男,助手 :鈴木康弘,細川昌則,講師(非常数):馬場満男,三井洋司,節

納英夫,山本 寛,浜本康平,技官 :松下隆寿,小岸久美子,技能補佐員 :冨田由美子

(細菌血清学部門)

主任教授 :桂 義元,助教授 :細野正道,助手 :書納辰夫,西川伸一,講師(非常数):佐渡敏彦,徳永 徹,長

田洋子,湊 長博,事務官 :清水一枝,技能補佐員 :高沖悠子

(細胞化学部門)

主任教授 :市川康夫,助教授 :大川欣一,講師 :永田和宏,助手 :前田道之,堀内正宏,講師 (非常数):秦野

節司,浅野 朗,古沢 活,技官 :竹内道子,事務補佐員 :坪田晴子

(臨床肺生理学部門)

主任教授 :佐川弥之助,助教授 :加藤幹夫,講師 :佐藤公彦,助手 :大井元暗,講師(非常数):真鍋 貴,仲田

祐,山林 -,山田久和,太田和夫,阿部光幸,技能補佐員 :服部央子,石田嘉子

(事務部)

事務部長 :伊佐憲治,管理課長 :須羽治夫,庶務掛長 :水谷繁夫,同主任 :近藤英子,同事務官 :堀田艮恵,大
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山達夫,同技官 :田中 稔,経理掛長 :田口雅朗,同主任 :佐藤良男,野元頼子,同事務官 :畑 勝,前野正

世,田中義郎,事務補佐員 :中瀬安子,施設掛長 :田中信雄,同主任 :前田久男,同技官 :進士 悟,西川景喋,

岩井昭一,松浦康,小西喜一郎,藤木清文,同事務官 :高安忠一,水原貞子,渡辺光子

業務課長 :保苅 健,課長補佐 :船谷幸司,医事掛長 :丹羽 博,同事務官 :橋本敏子,関 保子,事務補佐員

:黒田俊子,収入掛長 :前田次郎,同主任 :畠中秀雄,同事務官 :野田芳子,佐竹セツ,藤井芳克,竹内孝子,

事務補佐員 :中村房枝,集治昌代,芦田明子

(附属感染免疫動物実験施設)

施設長(兼)教授 :桂 義元,助教授,清水慶彦

技官 :飛田 勇,門田一美,大字雪雄,安岡倉一,近藤照子

(電子顕微鏡室)

技官 :増田 稔

(附属病院)

病院 (莱)教 授 :佐川弥之助

(第一内科診療科)

科 長 (兼)教 授 :前川暢夫

外来医長 (兼)講 師 :川合 満

病棟医長 (莱)助教授 :中西通泰

医員 (研修医):村山尚子,武藤真,桜井信男,丸井康子

(第二内科診療科)

科 長 (兼)教 授 :大島駿作

外来医長 (莱)講 師 :木野稔也

病棟医長 (兼)助教授 :泉 孝英

医員 :(北市正則),藤村直樹,医員 (研修医):長井苑子,山田安民,普天間健,吉滞泰介

(外科診療科)

科 長 (兼)教 授 :寺松 孝

外来医長 (兼)助教授 :伊藤元彦

病棟医長 (兼)講 師 :加藤弘文

医員 :金城 明,光岡明夫,医員(研修医):千葉 渉,横鬼瀬裕保

(放射線科診療部)

科 長 (兼)教 授 :佐川弥之助

外来医長 (兼)講 師 :佐藤公彦,講 師(非常数):阿部光幸

医員 :水野 融,田中登子,李 勝弘,医員 (研修医):新林成介,陳 和夫,福田正悟

(検査部)

換査部長,助教授 :久世文事,医員 :北市正則,医員 (研修医):戸田佳代子,技師長 :木津 啓,技官 :前田

清子,黒住真史,和田ひな,山根すま子,技術補佐員 :春名和代,吉村佳二,酒井敏江

(放射綾部)

放射線部長 (兼)助教授 :中西通泰,技師長 :浜川純一,撮影主任 :蔵岡信良,技官 :大坂泰夫,曽我部康之,

灘井智代子,田中龍蔵,技能補佐員 :小林 忍

(薬剤部)

薬剤部長 :桑田 宏,薬剤主任 :滞岡平和,技官 :藤原毒子,川田昌子,小林千代子,川勝一雄,事務主任 :宇

野初柱

(看護部)

看護部長 :平野照子,看護婦長 :松田比佐子,近藤信子,西森三保子,和多田すみ子,副看護婦長 :小林とよ,



昭和57.3 - 3-

斎藤千鶴子,山本喜美,技官 :松本敏枝,田中松代子,小林梅野,松田富子,小林富貴子,小川まゆみ,米山須

磨子,阿部喜代子,柴田佐代子,大山峯子,岩佐純子,末田恵子,稲田ひろ子,山中祥子,榊喜久子,井藤泰子,

濃野ヒロ子,大野洋子,福田千恵子,岩野京子,田尻春代,安藤純子,丘 恵子,藤井喜代子,荻田孝子,木村

昭子,中原律子,野坂秀美,四方睦美,相川三千代,高橋わさ子,稲垣美智子,松田初枝,二宮 トミ子,村西直

美,衛藤泰子,内藤敏子,平畑早苗,渡部幸子,米滞カヨ子,坂東フサ工.園田正子,能井美千代,森 朝子,

片桐久江,内木カネ子,松本不二,原田芳香,技能補佐員 :渡辺 ヒデ子,富永妙子,湯浅里恵

教 官 人 事

胸 部 外 科 学 渡 部 智 講師

昭和46年京都大学医学部卒業,京大医学部附属病院外科,京大胸部研胸部外科にて研修の後,昭和48年より神

戸中央市民病院胸部外科に勤務｡昭和50年より京都大学大学院医学研究科課程に入学し,固定化酵素の人工臓器

への応用について研究｡昭和54年 4月より京大胸部研胸部外科学助手を勤めていたが,昭和56年 5月間講師に昇

任された｡昭和57年 2月より福井日赤呼吸器科に赴任と共に京大胸部研外科学講師を辞任｡

胸 部 外 科 学 加 藤 弘 文 講師

昭和45年京都大学医学部卒業,京大医学部附属病院外科にて一般外科研修の後,昭和47年より市立静岡病院に

て4年半にわたり,心臓血管外科を主とした胸部外科の修練をうけた｡昭和51年京大胸部研胸部外科助手となり

胸部外科全般にわたる臨床に従事すると共に人工血管材料の開発,硬性材料による胸部再建術の開発などにとり

くんできた｡昭和55年より1年間福井日赤病院に赴任の後,昭和57年 2月より京大胸部研胸部外科学講師となり,

病棟医長として臨床面をリー ドすると同時に.人工臓器に関する研究をすすめている｡

感染免疫動物実験施設 清 水 慶 彦 助教授

昭和40年京都大学医学部卒業｡国立療養所岐阜病院,三重大学医学部胸部外科などで胸部外科修練の後,昭和

48年京大胸部研胸部外科助手となり,昭和53年以降同講師をつとめていたが,昭和56年 4月結核胸部疾患研究所

に感染免疫動物実験施設が新設されたのに併い,同実験施設の専任教官として配属され助教授に昇任 した｡気管

気管支,血管,胸壁などの再建術の研究を行っている｡
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Ⅰ 昭和55年度学術講演会 (昭和56年 1月24日,京大会館)

〔研 究 業 績〕

1. 酵素固定化 を応用 した機能性医用材料の開発

胸部外科学部門 渡 部 智

医用高分子材料は,これまで,既存の合成高分子材料の中から適当な材料が選択されあるいは改良されて使用

されてきた｡しかし,今後は,それぞれの目的に適合 した新たなる医用高分子材料が分子設計され合成される方

向-向かうものと推察される｡このような医用高分子材料が保持すべき性質として,生体適合性 Biocompatibi-

1ityおよび生体機能性 Biofunctionabilityがあげられ,これら両者を併せ持つことにより生体内においてその材

料の特性が十分発揮され活用されることになると考えられる｡このような観点から,新たな医用高分子材料を作

製するにあたっての一方向として,合成高分子と生体高分子とのハイブリッドによる医用高分子材料の開発が期

待される｡そして,その代表に固定化酵素を機能素子として応用した医用高分子材料があげられる｡

我々は,固定化酵素を機能素子として応用した新 しい医用高分子材料の開発を行ない,体外使用,体内一時使

用のみならず半永久的に体内へ埋植可能な医用材料への応用をめざしている｡すでに,我々は,組織親和性の高

い人工臓器材料としてコラーゲン合成高分子複合体 (以下,複合体と略)を開発し,人工気管,人工胸壁など実

験的,臨床的に応用しつつある｡この複合体に酵素を固定化することによりその表面性状に酵素の持つ生理活性

機能を付加し,生体適合性と生体機能性を兼備 した医用高分子材料を開発 した｡複合体のコラーゲン膜層のカル

ボキシル基群を化学的に活性化し酵素のアミノ基とペプチド結合にて固定化を行なった｡これまでに固定化 した

静素は,ウロキナーゼ, I)ゾチーム, トリプシン,ブロメライン,ウリカーゼなどであり,ポリペプチド系抗生

物質ポリミキシンBの固定化も行なった｡いずれも良好に固定化され,その生理活性機能を複合体材料の表面に

付加することが可能であった｡ウロキナーゼの固定化により複合体材料の表面性状として十分な線溶活性機能を

付加することができた｡複合体材料に固定化されたウロキナーゼの酵素学的諸性質について,液性ウロキナーゼ

と比較検討したところ反復使用,長期保存,熱安定性,pH 依存性など全体として安定化されていた｡ リゾチー

ムやポリミキシンBの固定化により複合体材料の表面に抗菌活性を付与することが可能であった｡また,これら

の固定化材料の動物への埋植実験を行ない,良好に組織内へ適合する結果を得た｡

このように,酵素を固定化することにより医用高分子材料の表面性状に酵素の持つ生理活性機能を付加するこ

が可能である｡さらには,ホルモンなどの生理活性物質や酵素系サイクルの固定化により代謝の流れに沿い多機

能を保持した医用高分子材料の開発も期待されるところである｡

2. 好酸球 の分化 ･増殖因子 について

細胞化学部門 堀 内 正 宏

血球はリンパ球も含めて,全て共通の血球幹細胞から分化することが実験的に確められた｡血球の分化の機構

を解析する場合,目的とする血球系のプレー ト内でのコロニー形成により進めて行くのが常道である｡コロニー

形成に関しては,好塩基球を除けば全ての正常血球のコロニー形成が現在では可能であるOしかし,これから述

べる好酸球に関しては少し問題点がある｡末栴血を流れている成熟好酸球には電顕的に特有な結晶を含む頼粒が

見られる｡ところが,報告によると,特にマウスの好酸球コロ--の細胞には特徴的な結晶が見られなかった.

そこで本題に入る｡

(1) PWM を含む肺細胞 (既定の方法)の代わりにレクテンを含まない胸腺細胞の培養液を用いると好酸球コ

ロニーが形成された｡このコロニーは既報の同コロニーとは次の諸点で異なっていた｡① 頻度 :既報では全コ
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ロニー中5-10%であったのに比 し1-2%であった｡ ㊥ 形態 :既報は分散型で本コロニーはコンパクト型｡

⑧ 出現時期 :既報は7日で出現,本コロニーは10日以后に初めて確認された｡㊤ そして何よりも,本コロニー

好酸球には頼粒内結晶が電顕的に見られたことである｡ ④ 更に,この好酸球コロニーには,他の細胞が混じら

ない純コロニーと,好中球,マクロファージを含む混合型コロニーが見 られた｡しかし後者が単一クローン由来

かどうかは現在の所定かではない｡

(2)胸腺培養液中の好酸球コロニー形成刺激因子 (CSF)を分析すると,① 硫安沈澱で60-80%の分画に集中

した.(勤 ゲルi戸過にて分子量 2-5万の所に分画された (ただし他の血球系 CSF もほとんど全てこの分画に

来る)0③ イオン交換樹脂により活性が 2ヶ所に分離された｡

(3) 以前に報告 した好中球-マクロファージ系では二分化能 (或いはそれ以上)を持つ前駆細胞 (バイポテン

ター)が好中球或いはマクロファージに分化 し,その分化は液性因子によりコントロールされていた｡好酸球系

の分化に関しても,幹細胞からの高位の分化過程でバイポテンター (或いはそれ以上)が介在 しているのかも知

れない｡その場合,対応する分化系列は何か ?上に述べた混合型コロニーが単一クローン由来だとしたら,好中

球 ･マクロファージ系と好酸球系が近い関係にあり,元のクローンは トリポテンターということになる｡

3. 線維芽細胞 にお ける性 ステ ロイ ドレセプター分化 とコラーゲ ン代 謝応答

病理学部門 細 川 昌 則,石 井 正 治

竹 田 俊 男

マウスにおいて,ある種の臓器(例えば皮膚)の結合

織コラーゲ ン線維,細線維の大きさ,及びコラーゲン

量に性差が存在 し(雄>雌),又内分泌腺摘出,ホルモ

ン投与により,諸臓器の結合織が生理的に種々のホル

モン影響下にある事,又そのホルモン反応性からみて,

各臓器の結合織には,臓器特異性がある事を示 した1'｡

酵素組織化学的,電子顕微鏡的に各臓器結合織中の

線維芽細胞の活性をみると,細胞のホルモン応答性は

上記 invivoの結果と一致 し,線維芽細胞に臓器特異

性がある事が示された｡(Figure)

コラーゲ ン量,エラスチン量のみならず,それらの成

熟も性ホルモンの影響下にある｡エス トロゲ ンは骨2',

子宮頚管3'の リジルオキシダーゼ活性を上昇させる｡

叉コラーゲ ン,エラスチンの成熟を促進させる2,4)0

Inm'zr両 こおいて,性ホルモンは線維芽細胞の機能

を直接的に支配する｡マウスにおいて,エス トロゲン

は生理的濃度で,皮膚由来線維芽細胞のコラーゲン合

成能を特異的に上昇させる5'｡ さらに肺由来線維芽細

胞の反応性と比較すると,明らかに線維芽細胞の臓器

特異性が示された5'｡この結果は inyl'voの結果とほ

ぼ一致する｡アンドロゲンも同様の作用を示す｡線維
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(hip,knee)

Uterus Lung,Liver
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･=:=■

Androgen † NR I NR

Estrogen I NR I NR

Progeslin I NR NR NR

corlicoid I I NR NR

NR : No Response

Figure

芽細胞における,アンドロゲンレセプターの最大結合能,解離定数,とコラーゲン合成能のアンドロゲ ン投与時

の上昇率をみると,コラーゲン合成能は,レセプターの最大結合能に依存 している事が示唆された｡この事は,

アンドロゲンレセプター欠損患者 (華丸佐女性化症候群)の外陰部由来線維芽細胞を用いた実験で,コラーゲン

合成能がアンドロゲ ン投与で全 く上昇 しない事からも支持される6'0

以上,一連の実験結果より,線維芽細胞のホルモンレセプターシステムの質的及び量的分化程度の違いが,読

臓器での反応性の違い,即ち臓器特異性を決定 している可能性を強 く示唆している.
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4. 呼吸器疾患の心身医学 - 肺癌 の心身医学的研究-

内科第-部門 河 野 博 臣

日本心身医学会では ｢心身症とは,身体症状を主とするが,その診断や治療に,心理的因子についての配慮が,

とくに重要な意味を持つ病態｣と定義されています｡そして,呼吸器系の心身症として,気管支噂息,過呼吸症

候群,神経性咳欺,が挙げられています｡カナダの心身医学者 Wittkower,E.D.は心身症及び心身医学につい

て次のように述べています｡｢心身医学とは何か,･この述語に関して,無数の定義がなされてきているが,『正常,

異常を含めて,すべての身体機能を,心理的な様相と生理的な様相の相互関係において研究 し,その上に立って

身体的治療と精神的療法を総合 しようとする努力である』とするのが妥当であると云っています｡私は癌患者の

治療に関して同様に心身両面から総合的なアプローチを行なうことが大切であり,消化器癌について現在まで研

究治療を行なってきました｡今回,前川暢夫教授の指導で肺癌患者の心身医学的な研究として,主として,性格

傾向について研究 し,消化器癌などとの比較をみてきました｡肺癌患者の性格傾向とその背景では,(1)幼児期

の養育者との離別は3人に1人の割に認められ,若年者肺癌はどその傾向は高かノった｡この際の離別は死別や離

婚も含まれているO(2)性格傾向は非常にきまじめであり,働き屋であるが,遊びが-たである｡人間関係をよ

くするために自分の感情を殺 し,自己犠牲になる｡職業 ･社会に対 しては過適応である｡ (3)発病前に大切な人

(親,配偶者,親友)との生死別 した人が半数と高い｡その他一身上の重大事など合せると,殆んどの人が発病

前にス トレスをうけている｡ 虚無感,孤独感に陥った人が半数に認められています｡ (4)患者が男性が殆んどの

ためか,殆んどの配偶者は健全で,今の生活に満足 し,夫婦仲は83%に良好であることが認められた｡殆んどの

人が癌であることを告げられていないので安定 しているのかも知れない｡ (5)現在の病気に対して楽観的である｡

病気は自然にまかす｡医師まかせ,看護婦まかせである｡95%の人が医師を信 じている｡今まで大病になった人

が少なく,自己洞察にとばしい｡などのことが明確になってきた｡ これは,西 ドイツの Bultrushu などの研究

結果と大体において一致している｡胃癌との比較では,性格特徴として,感情の発散は,胃癌の方が有意の差で

へたであった｡人との交流においても,胃癌の方が,嫌な感情をのみこむ傾向が強いように考えられる｡末期癌

患者のアプローチを考えるとき,身心両面から,更に家族-の援助など,患者の持つ背景を含めた全力的な配慮

が必要である｡しかし,患者の持つ個々の問題は複雑であり,画一的なアプローチでは効果が期待できない｡こ

のためには,癌患者の持つ個人的な特性を十分に考慮 し,身体的,心理的,精神的,宗教的なレベルでケア-杏

行なう必要があると思える｡今後肺癌患者の持つ身心相関の問題について研究 し,その解明は治療やケア-の上

で重要であると思い発表した｡今後研究を重ねていきたいと思います0

5. 火災事故被災者の肺機能障害 について

臨床肺生理学部門 加 藤 幹 夫

各種の外因性因子による肺病変はまず呼吸細気管支領域に出現することがよく知られており,火災による煙吸

入の場合も例外ではない｡先に演者は火災事故被災者で事故後ひきつづいて呼吸器症状を訴える-症例に重篤な

閉塞性細気管支炎が招来されていることを開胸肺生検によって証明したが,このような末栴領域の病変を肺機能

検査成績の上でどのようにとらえることができるかといった点を検討する目的で1972年に発生 した北陸 トンネル

火災事故の被災者83名について 7年後の状態を調査 した｡
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全調査例の19･7%が種々の程度の労作時呼吸困難を訴え,また15.9%が 1秒率70%以下を示 したが,調査例を

事故直後の入院期間の長短で分類 して比較 してみると入院が長期にわたった症例程 や 25が低下 しており,かつ気

道抵抗値が増加する傾向が認められた｡また同じ対象について喫煙歴との関係で検査成績を比較 してみると や 25

は過去の喫煙量と入院期間の両者について相関を示 したのに対 して気道抵抗値は入院期間のみに対して相関を示

した｡すなわち従来末栴気道病変に対 して鋭敏であるとされているフローボ])ウム曲線によってはこの場合の煙

吸入による末栴気道の増加と喫煙による末梢気道増加とを分離識別することが不可能であることがわかった｡

入院期間が長期にわたった症例における気道抵抗値増加の原因については煙および熱吸入による上気道病変の

寄与を考えに入れる必要があるという結論に達 した｡

6. びまん性汎細気管支炎 におけ る免疫動態の検討

内科第二部門 平 田 健 雄

びまん性汎細気管支炎 (DPB)の成因は明らかではないが,主病変の場たる細気管支壁には, リンパ球の著 し

い浸潤像が認められることから,DPB の成立,臨床像の修飾にアレルギーが関与 していることが想定されてい

る｡本疾患においては,血清免疫グロブリン,特に IgA の値が著 しく上昇 していることから,Bリンパ球の動

態の検討は,DPB の発症機序の解明の糸口になることが期待される｡対象は6名 (男 3名,女 3名)で,平均

年令は50才 (44-56才)であった｡平均曜病期間は12年 (3年～40年)で,全例慢性副鼻腔炎を合併 していた｡

啄疾中の細菌検査では, 4例にインフルエンザ菌, 4例に緑膿菌を認めた｡血清免疫グロブリンは,IgM,IgG

いづれも上昇 していたが,IgA は,平均 818mg/dl(500-1200mg/dl)と著明に増加 していた｡ツベルクリン皮

内反応は5例中4例陰性であり,細胞性免疫の低下が認められた｡興味あることには,DPI】 においては,寒冷

凝集素 (CHA)の価が,全例において上昇 していることが判明した (128倍～1024倍)｡しかしながら,抗マイコ

プラズマ抗体の上昇は認められず, マイコプラズマ感染症とは異なる機序により出現すると考え られた｡ 又,

CHA の価は,病状の消長と連動 して変化 し,炎症の成因と密接に関係 していることが想定された｡CHA の上

昇機序については,グラム陰性梓菌由来の LPS様物質による polyclonalなB))ンパ球の活性化,CHA と菌体

成分に対する抗体の交叉反応,菌体成分によるTリンパ球の活性化の結果としての,TRF,AEF,TCGFなどの,

Bリンパ球の分化に促進的に作用するリンホカインの産生などが考えられた｡ CHA は一種の血己抗体で もあ

り,CHA の出現は,あらためてBリンパ球の活動性の冗進,その調節異常が DPB において存在することを示

唆する所見であると考えられた｡これらの問題を検討するため,B ))ンパ球の機能を l'nvl'troで検討 したとこ

ろ,PWM 刺激による末梢血中のBリンパ球の免疫グロブリン (Ig)産生は,予想に反 し,低下 していた｡組替

実験の結果,この Ig産生低下の原因は,サプレッサーT リンパ球活性の冗進,-ルパーT リンパ球活性の低下,

抑制性単球の出現に由来するものではなく,Bリンパ球自身の反応性の低下によるものと判明した｡又,l'nviyo

における,Bリンパ球の活性化の元進を反映 しているとされる Ig分泌Bリンパ球 も,DPB においては,逆に

その数が低下 しており,血清免疫グロブ リンの増加と矛盾する結果を得た｡これらの相違は,気管支局所におけ

るBリンパ球の過剰な活性化により,Bリンパ球に対する負の制衛機構が作動 している,あるいは,PWM に反

応するBリンパ球の subsetが局所に動員されたなどの可能性が考えられた｡以上 DPB においては,invivo,

invitroにおいて,B7)ンパ球の機能に変調がみられることが証明され,DPBの成因を考える上で示唆的な所見

であると考えられた｡

7. NaturalKiller-Ⅰnterferon 系 :腫療監視機構 におけ る役割

細菌血清学部門 湊 長 博

腫痔,あるいはその他の外来因子 (ウィルス等)に対する宿主の ｢自然抵抗性 (naturalresistance)｣は近年再

びその役割が注目されてきているが,とくにそれを担う実体として,いわゆる NaturalKiller(NK)細胞が脚光

をあびている｡私達はヌー ドマウスを用いた特異な実験系で,この NK 細胞系の抗鷹揚抵抗における役割とそ

の制御様式について検討を重ねてきた｡結果を要約すると以下の如 くである｡
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(1) ヌードマウスはそのT細胞機能欠損の故にある種の鹿痔を容易に受けいれ,腰痛死に至るが,そのような

腫場を種々の RNA ウィルスで持続感染させておく (ウィルス PI腰療)と,それを積極的に拒絶する｡もと

の腫痔と,ウィルス PI腫場との問には,ウィルス抗原存在の有無以外に,増殖速度その他で全く差異は認めら

れず,これらのヌー ドマウスにおける腫癌原性の相違は,専ら,宿主であるヌー ドマウスの反応によっていると

考えられる｡

(2) 正常ヌー ドマウスの牌細胞は,invitroで,ウィルス PI腰痛に対 して選択的に細胞障害活性,及びイン

ターフェロン (IFN)の産生を示 し,それら活性は,腫癌の拒絶のいかんと完全に併行 した｡

(3) この細胞障害活性及び iFN産生にあずかる細胞は,種々の血清学的膜形質の検討より,通常の免疫系要

秦 (T･B 細胞,マクロファージ,好中球など)とは異り.NK 細胞と確認された｡

(4) invivo及び invitroで,ウイルス PI腫痔の接種あるいは接触により,NK活性は著 しく増強されるが,

これは一義的に IFN によって介在されており,IFN は主たる NR細胞制御因子と して生体内で働 いてい る

(NK-IFN 系)｡

(5) 実際に特異的な抗 IFN抗血清を少量ヌー ドマウスに投与したのち,ウィルス PI腺癌を接種すると,節

述の NK 活性の増強は一切認められず,更に,通常ヌー ドマウスでは腫癌原性のみられなかったこれら腫癌細

胞は,著 しい腫療形成をみることがわかった｡興味深いことに,このような抗血清処理マウスでは,同時に高頻

度に遠隔転移のおこることも確認された｡

以上述べてきた一連の結果は,このような特異な系では,NK-IFN系が第一義的に,ある種の腫癌拒絶反応を

担っていることを,極めて明らかに示 しており,より正常の生体系においても,多岐にわたる宿主の抗腫療抵抗

機構の中で,その一翼を担っていることが,充分に考えられるといえよう.

〔特 別 耕 演〕

開発途上 国 におけ る結核問題 と日本の役割

結核予防会結核研究所長 島 尾 忠 男

開発途上国の結核の現状は,統計が公表されている国が少なく,されていてもその信頼度に問題があるため,

ツ反応諏査の続果から得られる年間感染危険率から推定するしかない｡世界各地で行なわれたツ反応調査から算

出された感染危険率は2- 5%で,しかも全く減少 していないか,たとえしていてもその速度は遅 く,先進諸国

の値が0.3%以下で,毎年10-15%の速さで減っているのと対席的である.感染危険率から計算すると,全世界

で毎年400-500万人の塗抹陽性の結核患者が発生 し,300万人以上の患者が結核で死亡 していると推定され, そ

の大半が途上国でおこっているので,結核はいぜんとして大きな問題である｡

結核の減少は,生活水準の向上と結核対策の実施によってもたらされるが,途上国では生活の水準は低 く,そ

の早急な向上は期待できない｡対策の実施についても,保健医療の下部機構の弱きのため,せっかくの進歩 した

技術の恩恵が末端の患者まで届かない｡このため結核は減らないか,減ってもその速度は遅い｡

途上国の結核対策の重点は,社会的には人口の大半が住む農村におかれ,疫学的には感染源としての危険が最

も高い塗抹陽性患者におかれる｡患者の発見は咳や灰などのある患者に族を出させ,その塗抹標本の鏡検によっ

て行なわれている｡Ⅹ線検査は,経費,保守管理の難しさ等からその使用は限定され,広 く全国的な患者発見方

法としては用いられていない｡発見された患者には化学療法が外来で行なわれるが, 1年間の治療でも途中での

脱落が多く,完了する者は30-50% しかないというのが途上国での実態である｡RFPを含む強化処方による短

期化学療法も,経費の関係で極めて少数の国で用いられ始めている程度である｡BCG 接種はジフテリア,百日

咲,破傷風等の予防接種計画の中にくみこまれて実施されている｡

このように結核がなおまん延しており,その対策の実施に多 くの困難を抱えている途上国に対 して,日本から

協力が強く期待されている｡WHO を通じては,職員の派遣,短期間の顧問や専門家の派遣をさらに活発にす

る必要がある｡予研結核部や予防会結研は WHO の協力センターとして活動 している｡政府の行なう協力とし

ては,JICA 主催で結研が委任を受けて 3つの国際結核コースを英語で行なっている｡また2国間協力のプロジ
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ェクトも行なわれており,その増強を望む声が強い｡民間団体としての IUAT を通 じての協力ら,運営-の協

力や相互援助計画-の参加等活発に行なわれている｡日本の果すべき役割に対する世界からの期待は大きい｡

ⅠⅠ 第 1回 京 都 呼 吸 器 疾 患 シ ン ポ ジ ウ ム (昭和56年 7月4日 ･5日,京都平安会館)

主腐 l. 薬物性肺臓炎 座長 :前川暢夫,司会 :泉 孝英

〔話題提供〕 本間行彦 (北大-内), 角坂育英 (千葉大肺癌研), 佐藤 勝 (慶応大内科),近藤有好 (薪潟大

二内),佐藤蔦彦 (浜松医大二内),杉浦孝彦 (名市大二内),立花時夫 (大阪府立病院),李 龍植 (国療近

畿中央病院),山本益也 (大阪市大-内),前里和夫 (関電病院),松島敏春 (川崎医大内科)

〔総括討論〕 田村昌士 (岩手医大)

主題 2. 放射線肺炎 座長 :大島駿作,司会 :中西通泰

〔話題提供〕 大和田和弘 (東北大抗研),河村-太 (東京医大外科),稲富恵子 (順天堂大内科),佐藤 勝 (慶

応大内科),藤本意弘 (京大胸部研),小野公二 (京大放射線科),岩田猛邦 (天理よろず相談所病院),坂本

和久 (近畿大四内)

〔総括討論〕 勝田静知 (広島大放射線科)

(世話人 前川暢夫,寺松孝,佐川弥之助,大島駿作)

ⅠⅠⅠ 特 別 ゼ ミ ナ ー ル (昭和56年度)

95回 56年 3月20日

96回 56年 3月27日

97回 56年 4月28日

98回 56年11月 7日

99回 56年11月21日

100回 56年11月28日

101回 57年 1月28日

102回 57年 2月24日

103回 57年 3月20日

肝疾患の病態と性差一 臨床面において- (大阪市立大学医学部助教授)門奈 丈之

昆虫のベルオキシゾ-ムの多様性について (大阪府立大学生物化学)和田野 晃

肺表面活性物質の病理について (日本医大病理)相原 薫

無機鏡による骨折について (京都女子大学家政学部)新納 英夫

培養血管内皮細胞の加齢について (東京都老人総合研究所薬理)三井 洋司

肥満児好中球の細胞病理学的研究 (兵庫県立ことど病院病理)伊藤 宏

市販合成洗剤のマウス肝及び腎に対する追徴形態学的影響

(名古屋市大医学部解剖)花田 美晴

肝細胞膜の病態と臨床

胆汁酸と胆汁生成について

(東大医学部第一内科)戸田剛太郎

(東京都老人総合研究所生理学部臨床第-研究室長)木谷 健一
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〔学 会 発 表〕

1. 結核,非定型抗戦菌症

池田宣昭,藤本憲弘,木下和之,山鳥英世,森-弥,小沢 晃,吉田敏郎,柴田安宅,前川暢夫:Griselimy･

cine半合成誘導体 27753RPの抗結核作用に関する試験管内実験的検討,第48回日本結核病学会近畿地方会 (昭

56.ll)

倉沢卓也,坂東憲司,西山秀樹,久世文事,川合満,中西通泰,前川暢夫,内平文章,小田芳郎,稲葉宣雄,

長谷光雄,賀戸重允,李 英徹, 中井 準,角田沖介,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦 :種々の基礎疾患を合

併せる肺結核症の検討,第56回日本結核病学会総会 (昭56.5)

五味二郎,前川暢夫他 (療研);RFP 不成功例の検討,同

五味二郎,前川暢夫他 (療研):新しい治療方法と期間による短期治療の研究 (第 1報),同

村山尚子,桜井信男,藤本憲弘,武藤 真,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文章,川合 満,中西通泰,

前川暢夫 :前白血病状態に粟粒結核を合併した1症例,同

李 英徹,久世文事,前川暢夫 :M.Kansasii感染マウスに対する抗結核薬の治療効果,同

李 英徹,久世文事,前川暢夫 :諸種消毒剤の結核菌に対する殺菌効果,同

山鳥英世,池田宣昭,前川暢夫 :7年間 1%小川培地に植え継いだ耐性結核菌の耐性度について,同

田口善夫,湯月洋介,西田 修,望月吾郎,種田和清,細谷良一,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国

樵 :経気管支生検で診断し得た肺結核症症例について,第105回日本内科学会近畿地方会 (昭56･9)

前川暢夫,倉沢卓也 :中等症以上の糖尿病合併肺結核の臨床所見について,日給研 (昭56･12)

前川暢夫,久世文事,桜井信男 :非定型抗酸菌の諸種薬剤に対する感受性,ST 合剤と Cephem 系抗生物質

に対する感受性,同

2. 膿 嬢

村山尚子,武藤 真,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文事, 中西通泰,前川暢夫,金城 明,清水慶

彦 :特異な経過を示した耳下腺混合腫痔の肺転移症例,第34回日本肺癌学会関西支部会 (昭56･2)

武藤 真,村山尚子,桜井信男,藤本意弘,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文事,川合 満,中西通泰,

前川暢夫 :癌性胸膜炎の治療について,同

波多 信,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :高 Ca血症を呈した原発肺癌 8

例の検討,同

金 栄治,衡前 隆,坂本広子,波多 信,李 英徹,石原享介,梅田文一,岩崎博信,中井準,庄村東洋,

吉栖正之 :肺過誤腫 6例の臨床検討,同

石原享介,金 栄治,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準他 :pulmonaryblastomaの 1例,

第35回日本肺癌学会関西支部会 (昭56.7)

池 修,竹内古書,カレッド･レシャード,藤尾 彰,北野司久,桐谷良一 :pulmonaryblastoma と思わ

れる1手術例,同

藤本憲弘,桜井信男,村山尚子,武藤 真,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,川合 満,久世文章,中西通泰,

前川暢夫 :放射線肺炎の臨床的検討,第22回日本肺癌学会総会 (昭56.10)

岩田猛邦,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,松原恒雄,石井松渓,柳沢 弥,黒田康正 :原発性肺

癌の放射線治療による末棺血好酸球数の動向と放射線肺臓炎との関連,同
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種田和清,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国雄 :肺癌の消化管壁転

移の剖検例での検討,同

木下和之,山内立夫,嶋田澄子,山鳥英世,池田宣昭

磯部菩博,鈴木康弘,竹田俊男,安平公夫 :悪性腫癌を伴った Werner'ssyndrome と考えられる-剖検例に

ついて,第36回国立病院療養所総合医学会 (昭56.10)

武藤 真,村山尚子,桜井信男,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文章,川合満,中西通泰,前川暢夫 :

Lymphoblasticlymphomaの 2症例,第18回日本胸部疾患学会近畿地方会 (昭56.ll)

望月吉郎,湯月洋介,西田修,田口善夫,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄他 :鴨場 ･呼吸困難を主

徴とした気道腫痔の二症例,第105回日本内科学会近畿地方会 (昭56.9)

3. 感染症の化学療法

HidekiNishiyama,NobuoMaekaWa,MasatakaSasada,KokichiYamamoto,Tooru Nakamura,HartltO

Uchino:EffectofcoITrimoxazoleonintraleucocyticbacteiaand clinicalefficacyoftheagentagalnStin-

fectionsinleukemiasandchronicresplratOrydisease,12thInternational CongressofChemotheropy,1981,

Florence.

中西通泰,前川暢夫,川合 満,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,久世文事 :呼吸器の P･aeruginova感染症

の治療,第29回日本化学療法学会西日本支部総会 (昭56.ll)

前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,坂東憲司,武藤 真,稲葉宣雄,辻野博之 :呼吸器感染症に対する T-1982

の臨床的検討,同

前川場夫,中西通泰,武藤 真,藤本憲弘,桜井信男,村山尚子, 稲葉宣堆, 小田芳郎, 内平文章, 桐谷良

一 :吸呼器感染症に対する SM-1652の臨床的検討,同

前川場夫,中西通泰,稲葉宣雄,賀戸重允,倉沢卓也, 内平文章, 中川圭一他 (共同研究)(呼吸器感染症に

対する Cefoperzone(CPZ)と Cefazolin (CEZ)の二重盲検法による薬効比較試験)

西山秀樹,坂東憲司,前川暢夫,笹田昌孝他 :人好中球の貧喰殺菌能及び活性酸素産生に対する人スルホ化ガ

ンマグロブリンの増強作用 :第29回日本化学会総会 (昭56.6)

望月吾郎,田口善夫,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒夫,小橋陽一郎,市島国雄 :いわゆる末期肺炎

の剖検例での検討,同

4.心 身 医 学

前川暢夫,中西通泰,川合 満,西山秀樹,河野博臣,西森美代子,和多田すみ子,池見酉次郎 :肺癌の心身

医学的研究(1),肺癌患者の性格傾向とその背景,第 5回日本心身医学会近畿地方会 (昭56.1)

前川暢夫,中西通泰,川合 満,西山秀樹,河野博臣,西森美保子,和多田すみ子,池見酉次郎 :肺癌の心身

医学的研究(2),肺癌患者の性格傾向と消化器癌患者の性格傾向,同

前川場夫,中西通泰,川合 満,西山秀樹,河野博臣 :肺内にダニが巣食 っていると訴え続ける戎中年女患者,

同

河野博臣 :シンポジウム ｢80年代,心身医学の現況｣癌の心身症,同

前川場夫,中西通泰,川合 満,西山秀樹,河野博臣,西森美保子,和多田すみ子,池見酉次郎 :肺癌の心身

医学的研究(3),肺癌患者の性格傾向と癌に対する態度,第22回日本心身医学会総会 (昭56.6)

前川暢夫,中西通泰,川合 満,西山秀樹,河野博臣,西森美保子,和多田すみ子,池見酉次郎 :肺癌の心身

医学的研究(4),肺癌と胃癌との比較,同

河野博臣 :人間学的アプローチ,実存分析の立場より,第 6回日本交流分析学会

5. 気管支噂息

川合 満,倉沢卓也,前川暢夫,伊藤 隆,戸谷康信,高納修 :副腎皮質ステロイド療法中に発症 した肺結核

症例の検討,第31回日本アレルギー学会総会 (昭56.10)
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KawaiMitsuru,KurasawaTakuya,NakanishiMichiyasu,MaekawaNobuo,YaguraTakayasu,Yamamura

Yuichi,A new selectivep-adrenoceptorstimulant,Procaterol,Itsbronchodilatitionpotencyandcharacteristic

inasthmaticpatients･7th･APCDC,1981･Hongkong･

村山尚子,武藤 真,桜井信男,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,川合 満,前川暢夫 :気管支噸息により肺

性心に至った-症例,第105回日本内科学会近畿地方会 (昭56.9)

5.そ の 他

有本裕子,山田栄一,森本真成,平出 典,秋口一郎 :マイコプラズマ感染によると思われるギランバレー症

候群,心膜炎をきたした1例,第105回日本内科学会近畿地方会 (昭56.9)

井上圭介,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博臣,梅田文一, 中井 準, 岡田行功, 西内 素,庄村東

洋 :肺分画症の 1症例,同

乗 郁夫,山田栄一他 :形質細胞性白血病に進展 した非分泌型骨髄腫の1剖検例,第106回日本内科 学会近畿

地方会 (昭56.12)

亀崎 洋,古川裕夫,勝山和明他 :皮膚鎮痛を伴った SLE の1例,同

梅田文一,中井 準,内田博也,山田栄一,東 郁夫,松本秀敏,宮崎吉平 :慢性閉塞性肺患に伴う刀翰型気

管症の1剖例,気管,肺所見を中心に,第17回日本胸部疾患学会近畿地方会 (昭56.6)

牛田伸一,前原敬悟,米津構文,大久保況 :インコ飼育者にみられた過敏性肺臓炎の1例,同

坂本広子,井上圭介,伊吹康良,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺好酸球性肉芽腫症

の1例,同

桜井信男,武藤 真,村山尚子,藤本意弘,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文事,川合 満,中西通泰,

前川暢夫,細川昌則 :Churg-Strauss症候群と思われる1症例,同

田口善夫,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄 :Cyclophosphamideが著効を効を奏した限

局型ウェジナー肉芽腫症の1例,同

桐谷良一,田口善夫,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,他 :冠不全を呈したアレルギー性肉腫性血

管炎と考えられる1例,同

石原享介,井上圭介,片山信之,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一, 中井 準,恒田時雄, 瀬尾意

正 :急性呼吸不全を釆たした加湿器肺と思われる1例,同

カレッド･レシャード,竹内吉喜,池 修,藤尾 彰,田口善夫,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛

邦,松原恒雄 :最近10年間の自然気胸例の検討,同

武藤 真,桜井信男,村山尚子,藤本意弘,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文事,川合 満,中西通泰,

前川暢夫 :"Acutereexpansionpulmonaryedema"の2例,同

田中健一,丸井昭吾 :ジクロルベンジンの尿中代謝物とその変異原性について :第54回日本産業衛生学会,

(昭56.4)

田中健一,丸井昭吾,三井俊子 :オル トトT)ジンおよびオル トトリジン系アゾ色素の尿中代謝物とその変異原

性,第51回日本衛生学会 (昭56.5)

田中健一,丸井昭吾,三井俊子 :ジアニジンおよびジアユミジン系アゾ色素の尿中代謝物とその変異原性につ

いて,第10回日本環境変異原学会 (昭56.12)

藤本憲弘,山鳥英世,木下和之,陶 棟土,吉田敏郎,池田宣昭,磯部善博 :Heerfort症候群を呈 し耳下腺

腫張と顔面神経麻樺が自然緩解した1症例,第18回日本胸部疾患学会近畿地方会 (昭56.ll)

山田栄一,有本裕子,平出 典,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :アレルギー性気管支肺アスペル

ギルス症の1例,同

相谷良一,湯月洋介,西田 修,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,木野稔也 :Asper-

gillusfumigatusによるアレルギー性気管支肺アスペルギルス症の 1例,同

竹内吉喜,池 修,カレッド･レシャー ド,藤尾 彰,北野司久,岩田猛邦 :最近経験した左肺菓間の気管

支嚢胞の1手術例,同
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李 啓充,湯月洋介,田口善夫,西田 修,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,相原雅典 :Klebsie-

1la肺化膿症の2例,同

西田 修,湯月洋介,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄 :骨病変にて発症 し15年間の経過

を追えた好酸球肉芽腫の1例,同

山鳥英世,木下和之,池田宣昭 :存管支内異物の 1例 :第36回国立病院療養所総合医学会 (昭46.10)

〔誌 上 発 表〕

1. 結核,非定型抗酸菌症

前川暢夫,結核,綜合臨床 :30:2117-2121,1981.

前川暢夫 :結核の治療,初回治療,臨床医,7:1769-1771,1981.

前川暢夫,中西通泰他 :Enviomycin (EVM)による肺結核の再治療,日胸,40:239-245,1981.

倉沢卓也,坂東憲司,久世文幸,中西通泰,前川暢夫,種田和清,岩田猛邦,内平文章,小田芳郎 :気管 ･気

管支結核症,その臨床所見を中心に,日胸,40:407-415,1981.

中西通泰 :日和見感染 (Opportunistieinfection)としての結核症,日本医師会雑誌86:1360-1366,1981.

前川暢夫,山本正彦他 (日本結核病学会教育委員会):結核症の基礎知識,結核,56:85-107,1981.

李 英徹 :諸種消毒剤の結核菌に対する殺菌効果,結核,56:567-576,1981.

李 英徹,久世文事,前川暢夫,鈴木康弘 :実験的非定型抗酸菌症に関す る研究(3),マウスを対象 と した

Mycobacterium intracellulare 吸入感染の試み,結核,46:513-519,1981.

山鳥英世 :ガス曝露下における結核化学療法剤の効果に関する実験的研究,第 1篤,結核菌発育阻止効果につ

いて,結核,56:429-433,1981.

山鳥英世 :同,第 2篇,殺菌処異について,結核 :56:465-470,1981.

山鳥英世 :同,第 3篇,薬剤耐性獲得について,結核,56:521-524.

KuzeFumiyuki,KurasawaTakuya,BandoKenji,LeeEitetsu,MaekawaNobuo:Invitroandinvioo

effectsofvariousdrugsagalnStatypicalmycobacteria:Review ofinfectiousdisease,3:885-897,1981･

佐藤明正,本宮 覚,庄村東洋,中井 準,吉栖正之,束村道雄 :肺病巣から分離したナイアシンテス ト陽性

のM職cobacterium avium ･Mycobacterium intracellularecomplex について,結核,56:531-534､1981.

2. 感染症の化学療法

前川暢夫,中西通泰,稲葉宣雄,小田芳郎, 中川圭一郎 (共同研究):呼吸器感染症に対する Cefoperazone

(T11551)と Cefazolin (CEZ)の二重盲検法による薬効比較試験成績 (第 2報),感染症学雑誌,54:798-835,

1980.

前川暢夫,中西通泰,桐谷良一,望月吉郎,賀戸重充,長谷光雄,稲葉宣雄,小田芳郎,内平文章,北本 治

他 :呼吸器感染症に対する Mezlocillin と Ampicillin の薬効比較試験,同,55:276-324,1981.

前川暢夫,中西通泰,賀戸重允,小田芳郎,倉沢卓也, 内平文章, 中川圭一他 (共同研究):呼吸器感染症に

対する Cefoperazoneと Cefazolinの二重盲検法による薬効比較試験成績,Chemotherapy,29:375-424,1981.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,倉沢卓也,稲葉宣雄,小田芳郎,岩田猛邦,塩田憲三他 (共同研究):同,

29:1223-1277,1981.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,倉沢卓也,西山秀樹,牛田伸一,長谷光雄,種田和清,池田宣昭 :呼吸器感

染症に対する CehlenOXime(SCE-1365)の臨床検討,同,29S-1,476-481,1981.

中西通泰,倉沢卓也,西山秀樹,藤本憲弘,前川暢夫 :呼吸器感染症に対する KW-1070の臨床的検討,同,

29S-2,311-314,1981.

中西通泰,前川暢夫,久世文事,坂東憲司,賀戸重允,石橋達男,張 炎森,桐谷良一,望月吉郎 :呼吸器感

染症に対する Netilmicinの臨床検討,同,29-S-3,225-230,1981.
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3. 気管支嶋息

川合 満,南野正隆,吉見輝也,中西通泰,前川暢夫 :気管支嶋息患者に対する Triamcinolone Acetomide

の治療効果とその副腎皮質機能に及ぼす影響,臨床と研究,58:3787-3793,1981.

前川暢夫,川合 満,松原恒雄, 種田和清, 浜田朝夫,他 (共同研究):TA-073 の臨床評価,頓用による

Terbutalinesulfate との多施設二重盲検試験成績,医学のあゆみ,116:726-739,1981.

4. 心 身 医 学

河野博臣 :晩期癌息の Care,精神的 ･心理的ケア,臨床外科,36:345-348,1981.

河野博臣 :晩期癌患者は何を訴えるか,死の臨床 1:4,1981.

河野博臣,実存的分析的アプローチ,交流分析研究 6:3,1981.

河野博臣,坂本雅紀 :実存分析的アプローチ,主として癌患者のグループイメージ療法を中心にして,交流分

析研究,6:28-35,1981.

5. そ の 他

前川暢夫,本間日臣他 (共同研究):ペプロマイシンの治療成績,最新医学,36:1983-1988,1981･

前川暢夫,川合 満,中西通泰,久世文事,松原恒雄,望月吉郎,桐谷良一,池田宣昭,小沢晃,李 英徹,

稲葉宣雄,内平文章,塩田意三他 (共同研究):啄疾啄出困難に対する NA872の臨床評価,Bromhexine(Biso1-

von)との比較,薬理と治療,9:247-263,1981.

前川暢夫,川合 満,今井節朗,東向一郎,江部康二,武田隆男, 長岡 滋他 (共同研究):非ステロイド性

抗炎症剤 Fentiazacの急性上気道炎に対する薬効についての検討,Ibuprofenを対照とした二重盲検臨床試験成

績,臨床評価,8:757-788,1980.

前川暢夫,川合 満,池田宣昭,伊藤和彦他 (共同研究):慢性呼吸器疾患の啄出困勇断こ対する S･Carboxy-

methylcysteineの臨床効果,塩酸メチルシステインおよび inactive placeboを対児とした二重盲検試験, 臨床

と研究,57:1296-1309,1980.

前川暢夫 :抜,血族,啄血,診断と治療,69:1405-1407,1981･

前川暢夫,加藤幹夫,中西通泰,久世文章,泉 孝英,川合 満,倉沢卓也,西山秀樹 :臨床医学の展望,呼

吸器病学,日,医,新,No･2963,1981.

中西通泰,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,辻野博之,山鳥英世 :気管支内異物の 3例,京大胸部研究紀要,

14:9-14,1981.

金城 明,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝, 牛田仲-,倉沢卓也 :縦隔海綿状血管腫の1例,同,

13:74-80,1980.

田中健一 :オル トトリジン (3,3ジメチルベンジン)の尿中代謝物とその変異原性,産業医学,23:168-169,

1981.

田中健一 :ジクロルベンジンの尿中代謝中とその変異原性,同,23:426-427,1981.

KenichiTanaka,ToshikoMii,ShogoMarui,IkuoMatsubaraHiroyukiIgaki,Mutagenicityofurinary

metabolitesofbenzidinoand benzidine･basedazodyes,Int.Arch.Ocup.EnvironHealth,49:177-185,

1981.

6. 著書,ほん訳,報告など

河野博臣 :患者の心と医師の心,聖教新聞社,1981.

河野博臣 :死との対話NHK 総合ルポルターズ,1981.

前川暢夫,中西通泰,川合 満,久世文事他 :はん訳,Ciba collection of MedicalIllustrations,Vol･7

RespiratorySystem.

中西通泰 :ほん訳,ClinicalSymposiavo130,NO 2･TheTreatmentofPoisoning,JayM･Arena,Ciba･

1978.
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有馬弘毅,今井節朗,川口 九 川合 満他 (京都府医師会):京都市東清掃工場の操業に係る周辺住民の健

康調査報告,1981.

有馬弘毅,今井節朗,川口 カ,川合 満他,(京都府医師会):京都市の学童に及ぼす環境汚染影響調査報告,

1981.

有馬弘毅,今井節朗,川口 カ,川合 満他 (京都府医師会):自動車排気ガス等による環境汚染影響調査報告,

1980.

中西通泰 :日和見感染 (Opportunisticinfection)としての結核症,TB NoteNO34,Ciba.

川合 満 :気管支噂息,治療面について,MedicamentNews.No.985.1981.

川合 満 :最近の呼吸器疾患,診断と治療Ⅲ,気管支噂息,中外製薬,1981.

7. 研究会,講演会,その他

桐谷良一,山崎正博,田口善夫,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国雄,倉沢卓

也,北市正則 :尿崩症を伴い緩除に進行するびまん性肺疾患の 1例,第12回びまん性肺疾患研究会 (昭56.2)

波多 信,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :インコ飼育者にみられたびまん

性肺疾患の1例,同.

石原享介,片山信之,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :Aspergilloma 術後にみられた

びまん性疾患の 1例,第14回びまん性肺疾患研究会 (昭56.9)

種田和清,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,岩田猛邦,松原恒雄他 :ホジキン病の経過中に小空洞を含むびま

ん性陰影を呈 した1例,同.

李 英徹,千田道雄,吉田輝夫,森上千波,坂本広子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :じん肺患

者で急速なびまん性陰影の増多を示 した 1例,第15回びまん性肺疾患研究会 (昭56.12)

桐谷良一,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄他 :肺門リンパ節腫大を伴い閉塞性換気障害

を呈した 1例,同.

坂東憲司 :癌性胸膜炎の治療について,第12回京大癌研究会 (昭56.ll)

藤本意弘 :放射線肺炎について,第 1回京都呼吸器疾患シンポジウム (昭56.7)

岩田猛邦,田口善夫,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,松原恒雄他 :原発性肺病の放射線治療による末栴血好

酸球の動向と放射線肺臓炎との関連,同.

石原享介,井上圭介,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準他 :Pulmonaryblostomaの 1例,

第20回兵庫県癌懇話会,(昭56.6)

森上千波,千田道雄,吉田輝夫,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一, 中井 準他 :BAI

と放射線治療併用により縮少効果がみられた肺癌 2症例,同.

倉沢卓也,武藤 真,村山尚子,桜井信男,坂東憲司,西山秀樹,川合 溝,久世文事, 中西通泰,前川暢

夫 :気管支鏡下 Bleomycin(BLM)局注後,啄血死した3症例の臨床的検討,第 4回日本気管支研究会総会 (昭

56.7)

倉沢卓也,武藤 真,村山尚子,桜井信男,坂東憲司,西山秀樹, 川合 満,久世文事, 中西通泰,前川暢

夫 :左主気管支の広汎な狭窄を来たした気管支結核症の 1例,第17回近畿気管支鏡懇話会 (昭56･12)

前川暢夫,中西通泰 :T-1982研究会 (昭56.3)

前川暢夫,中西通泰 :SCE-1365-Cefbtiom 比較試験検討会 (昭56･3)

前川暢夫,中西通泰 :BRL-25000研究会 (昭56･7)

中西通泰 :CP-45899研究会 (昭56.ll)

中西通泰 :T-1982-CMZ二重盲検比較試験検討会 (昭56.ll)

中西通泰 :気管支拡張症の病因,京都医師会,京都胸部医会学術講演会 (昭56 )

中西通泰 :胸部平面写真と Anamnesis,第23回近畿逓信診療放射線技術部会総会 (昭59.9)

中西通泰 :気管支拡張症,浜松市医師会 (昭56. )

中西通泰 :呼吸器感染症と最近の抗生剤,大和高田市医師会 (昭46･11)
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中西通泰 :呼吸器感染症に対するペングローブの臨床的換討,ペングローブ研究会 (昭56.ll)

川合 満 :アレルギー外来の持ち方,第31回アレルギー同好会 (56.1)

川合 満 :気管支鴨息に関する最近の知見,ことに治療法を中心に,京都医師会 (昭56.7)

川合 満 :気管支鴨息に関する最近の知見,和気医師会 (昭56.8)

川合 満 :気管支嘱息に関する最近の話題,治療法を中心として,呉内科医会 (昭56.10)

川合 満 :気管支嘱息,病因と治療,松本医師会 (昭56.ll)

川合 満 :慢性呼吸器疾患の啄抜啄出困難に対するムコダインの臨床効果,ムコダイン研究会 (昭56.ll)

河野博臣 :呼吸器疾患の心身医学,昭55年度京大胸部疾患研究所学術講演会 (昭56.1)

河野博臣 :心身症とユング心理学,広島交流分析学会 (昭56.3)

河野博臣 :ファンタジーグループ,京都ファンタジーグルーブ研究会 (昭56.5)

河野博臣 :晩期癌患者の取扱い,北海道医師会 (昭56.9)

河野博臣 :末期患者のケア一,兵庫医大 (昭56.10)

河野博臣 :末期医療,国立東京第二病院医療研究会 (昭56.ll)

河野博臣 :心身医学と末期医療,神戸大学医学部 (昭56.12)

河野博臣 :癌の心身医学的アプローチをめぐって,朝日カルチャー,大阪 (昭56.12)

河野博臣 :心身症とユング心理学,朝日カルチャー,大阪 (昭56.12)

内 科 学 第 二 部 門

〔著書,分担執筆〕

泉 孝英 :4章 呼吸器疾患の病態生理,内野治人編,病態生理よりみた内科学.p･279-390,金芳堂,京都,

1981.

泉 孝英 :サルコイドーシス.処方計画法1981年版,p･670-671,綜合臨林 Vo130増刊,1981.

長井苑子,泉 孝英 :Skinwindow･臨床免疫検査法-新 しい知識の導入と方法の実際-,臨床免疫 13(Supp1

3)p･425-428,1981.

〔綜 説〕

泉 孝英,本田和徳,北市正則,満安清孝,藤村直樹 :サルコイドーシス.内科,47(2):236-242,1981.

泉 孝英,平田健雄,藤村直樹 :間質性肺炎と免疫,医学と薬学.6(4):845-850,1981.

泉 孝英,本田和徳,藤村直樹,節原順一,伊藤春海,藤堂義郎 :肺サルコイドーシス. 医学のあゆみ, 117

(9):650-658,1981.

泉 孝英,藤村直樹 :サルコイドーシスにおける免疫機構.臨床医,7(8):1819-1821,1981.

泉 孝英,藤村直樹,長井苑子,黒住真史 :サルコイドーシスにおける免疫異常,モダンメディア,27(10):

543-554,1981.

木野稔也 :吸入性昆虫アレルゲン.感染 ･炎症 ･免疫,ll(5):338-339,1981.

木野稔也 :昆虫による吸入性アレルギーの存在.特に蝶,蛾および トビケラによるアレルギーについて,感染

･炎症 ･免疫,ll(5):340-355,1981.

岩田猛邦,泉 孝英 :Wegener肉芽腫症.現代医療,13(ll):1869-1874,1981.

〔原 著〕

木野稔也,泉 孝英,大島駿作,中村正義,乾 修然,渡辺広子,舟木君江,小明今日子 :塵肺患者における

Ⅰ型アレルギー (IgE 抗体)の検出について,日本胸部臨床,40(10):826-835,昭56.

門 政男,泉 孝英,大島駿作,川上一郎,中島道郎,杉本幾久雄 :肺癌患者における Schizophyllanを用い

た免疫療法について,医学と薬学,5(5):827-838,1981.
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Kitaichi,M･,As amoto･H･,Izumi ,T･,Furuta,M: HistologlCalclassificationofregionallymphnodesin

relation to postoperative survivalin primary lung cancer.Human Pathol.12(ll)‥1000-1005,1981.

満安清孝,大島駿作 :健康者及び各種呼吸器疾患者における血清 α1アンチ トリプシン (αlAT)に関する研

究,京大胸部研紀要,14(12):15-21,1981.

川上一郎,堺 幹太,早川道雄,沢野哲重,古田睦広,船木康申,楠本秀和,大島駿作,泉 孝英,門 政男,

北市正則 :Schizophyllan の癌性胸膜炎に対する効果 (特に細胞学的変化)について,癌と化学療法, 8(1):

1776-1781,1981.

有可 正,百木克夫,泉 孝英 :SPG の AKRマウス腫療死に対する延命効果および 3-Methylcholanthrene

発癌に対する抑制および治療効果.基礎と臨床,15(5):2482-2489,1981.

竹内 覚,町野満夫,山口 希,南出 進,三谷新一郎,北市正則,泉 孝英 :自然気胸を反復 した肺 His-

tiocytosis Xの 1例.交通医学,35(3):204-209,1981.

吉村誠之,浅本 仁,古田陸広,船本康申,小池美寅男,北市正則,田中,輿,久保淑子,中村隆一 :一部生

検後に子宮頚部癌が退縮 したと思われる1例の病理組織学的考察.癌の臨床,27(2):185-189,1981,

〔報告書,会議録〕

大島駿作,木野稔也,大山口握,松井祐佐公 :MIF 及び LIF と遅延型皮膚反応の関連性について.昭和55

年度日米医学協力計画報告書 p･357～389,1981年 3月

泉 孝英 :Propionibacterium acnesの Immunomodulation作用について. 昭和54年度厚生省特定疾患肉芽

膜性肺疾患調査研究所研究業績,p.97-102,昭55年 3月.

泉 孝英 :血清 ACE,血清 Lysozyme値測定の鑑別診断学的意義および予後その関連性について.昭和54年

度厚生省特定疾患肉芽膜性肺患調査研究班研究業績,p･192-197,昭和55年 3月.

泉 孝英 :サルコイドーシスにおける TBL13の意義に関する協同研究 (まとめ).昭和54年度厚生省特定疾

患肉芽膜性肺疾患調査研究班研究業績,p･207-211,昭和55年 3月.

泉 孝英 :サルコイドーシス肺野病変の予後.昭和54年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究粧研究業績,

p.266-271,昭和55年 3月.

泉 孝英 :SACE の臨床的意義一特に SACE 値と予後およびステロイド剤に対する反応性との関連性一に

関する研究.昭和55年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績,p･339-341,昭和56年 3月.

泉 孝英他 :肺 Histiocytosisx全国症例調査報告 (第 1報).昭和56年度厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査

研究班研究業績,p･345-349,昭和56年 3月.

泉 孝英,北谷文彦.三上理一郎 :近畿地区における ｢びまん性肺疾患｣に関する調査研究状況.昭和54年度

厚生省特定疾患肺線維症調査研究班研究業績,p.17-19,昭和55年 3月.

泉 孝英 :びまん性肺疾患における血清 ACE,血清 Lysozymeの測定と鑑別診断学的意義.昭和54年度厚生

省特定疾患肺線維症調査研究班研究業績,p.161-162,昭和55年 3月.

泉 孝英,平田健雄 :びまん性間質性肺炎における末梢血 リンパ球の免疫グロブリン産生能および末楯血を循

環する免疫グロブリン分泌 リンパ球の測定とその意義の検討.昭和54年度厚生省特定疾患肺線維症調査研究班研

究業績,p.163-166,昭和55年 3月.

泉 孝英 :びまん性細気管支炎全国症例調査報告一第 1次 (昭和55年度)調査報告一昭和55年度厚生省特定疾

患間質性肺疾患調査研究班研究業績,p.ll-22,昭和56年 3月.

泉 孝英,平田健雄 :びまん性汎細気管支炎における寒冷凝集素価の動態に関する研究.昭和55年度厚生省特

定疾患間質性肺疾患調査研究班研究業績,p.80-82,昭和56年 3月.

泉 孝英,藤村直樹 :細気管支炎様症状に移行 したマイコプラズマ感染症の 1例.昭和55年度厚生省特定疾患

調査研究粧研究業績,p･90-92,昭和56年 3月.

泉 孝英,北市正則,蘇原順一 :開胸肺生検で診断された Intravascularbronchioloalveolartumor(ⅠVBAT)

の 1例,第24回肺線維症研究会討議録,p･86-103,肺線維症研究会,昭和56年11月.
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Izumi.T.:Serum immunosuppressiveactivitiesinsarcoidosis.Sarcoidosis.p･57-64,UniversityOfTokyo

Press,Tokyo,1981.

Nishikawa,SリHirata,T･Izumi,T∴Helperfunctionsinpatientswith sarcoidosis,Sarcoidosisp･41-56･

UniversltyOfTokyoPress,Tokyo,1981.

平田健雄,泉 孝英 :過敏性肺臓炎における気管支肺胞洗浄液中の リンパ球の Subpopulation と機能の検討

ならびに末棉血 リンパ球の免疫グロブリン産生能の検討.昭和55年度厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査研究班

研究業績,p.194-198,昭和56年 3月.

Honda,K.,Kado,M,Izumi･T･,Osaki,T.etal:TBLB asadiagnosticprocedureforsarcoidosisinJapan･

A cooperativestudyintwenty-fourhospitals-Bronchology:Research,Diagnostic,andTherapeuticAs pects･

ProceedingsoftheSecondWorldCongressforBronchology,editedbyNakhosteen,J･A･,Maassen,W･p･

186-188,MartinusNijhoffPub･,Hauge,1981･

山本正彦,泉 孝英他 :サルコイドーシスに対するステロイド治療に関する共同研究 (中間報告). 昭和54年

度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績,p･279-281,昭和55年 3月.

北郷 修,泉 孝英他 :サルコイドーシス研究協議会製造番号41-Bクベイム抗原によるクベイム反応 の成績

(第 2報).昭和54年度厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査研究班研究業績,p.252-255,昭和55年 3月.

立花時夫,泉 孝英他 :サルコイドーシスにおける TBLB 組織像と臨床像,予後,(中間報告),昭和55年度

厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績,p･239-240,昭和56年 3月.

〔学会,研究会発表〕

大島駿作,本田和徳, 北市正則, 小林 隆, 山田庄太郎, 長谷川栄一 :Myeloperoxidase-1lalide-hydrogen

peroxide システム (MHHS)の Mycobacterium 殺菌作用.第56回日本結核病学会総会 (1981.5.13)

Oshima,S.Chihara,J.,Honda,K･,I2:umi,T･:Brainmetastasisfrom lungcancerascertainedbycom-

puterized tomography17th As ia PacificCongresson DiseasesoftheChest･Hong Kong (1981,ll,4)

泉 孝英,藤村直樹,大島駿作 :肺野陰影の消失後びまん性細気管支炎症状を呈 したマイコプラズマ感染症の

一例.第22回閉塞性肺疾患研究会 (56.2.1)

泉 孝英,藤村直樹 :サルコイドーシスにおける SACE の臨床的意義.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.

5.16)

泉 孝英,三上理一郎他 :肺 HistiocytosisXに関する共同研究 (第 1報)我が国における肺 Histiocytosisx

症例数の概要について.第21回日本胸部疾患学会総会 (56･5.16)

泉 孝英,藤村直樹 :サルコイドーシス患者にみられる末栴血 Tγcell増加の臨床的意義について.第 9回日

本臨床免疫学会総会 (56.6.14)

泉 孝英,長井苑子,門 政男,大島駿作 :Thymostimulin の invivoでの IgG 抗体産生増強作用.第 9

回目日本臨床免疫学会総会 (56･6･13)

Izumi,T.,Kikuchi,M,Nitani,M,Yamashita,T"Tsubura,E.:BiologlCalresponsemodifyingactivityof

Schizophyllan･InternationalSymposium on lmmunomodulation by MicrobialProductsand related Syn･

theticCompounds･ Osaka(1981･7･29)

Izumi,T.,Fujimura,N･,Kitaichi,M:Serum levelsofanglOtenSinconvertingenzymeandlysozymeand

theclinicalcourseofsarcoidosis.9th lnternationalConferenceon Sarcoidosisand otherGranulomatous

Disorders.Paris(1981.8.31)

泉 孝英,藤村直樹,長井苑子 :肺野型サルコイ ドーシス症例におけるステロイド剤の投与経験･第 1回サル

コイドーシス研究会総会 (56.10.7)

泉 孝英,長井苑子,大島駿作 :BroncasmaBernaの adjuvant作用に関する検討･第31回日本アレルギー学

会総会 (56.10.23)

Izumi,T.,Chihara,J.,Fujimura,N,Hirata,T･,Nagai,S,Oshima,S:Diagnosticvalueofcellpopulation

(BAL)in sarcoidosis･7th Asia PacificCongresson DiseasesoftheChest,Hone Kong (1981･11･3)
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泉 孝英,近藤有好他 :肺線維症における気管支肺胞洗液所見の臨床的意義 (協同研究の試み)･第25回肺線

維症研究会 (56.ll.13)

泉 孝英:｢サルコイドーシス｣最近の進歩 1.基礎面から.第 8回過敏性肺炎研究会 (56.ll.14)

木野稔也 :アレルギー性疾患における原因アレルゲン検案の意義-我が国におけるアレルギー性気管支肺アス

ペルギルス症の原因真菌と気管支嘱息における昆虫アレルゲンについて.第 4回京滋晴息懇話会 (56･3.14)

木野稔也 :ワークショップ `̀昆虫,ダニによるアレルギー'',蝶 ･蛾および トビケラによる吸入性 昆虫アレル

ギーについて,第33回日本衛生動物学会大会 (56.4.1)

木野稔也,泉 孝英 :AspergillusOryzae による PIE の 1例.第 7回過敏性肺炎研究会 (56･5･2)

木野稔也,泉 孝英,大島駿作,中村正義,乾 修然 :塵肺症における Ⅰ型アレルギーの関与について,マン

ガン鉱石,天然砥石,タングステン鉱石採掘従事者にみられた高 IgE 値の解析.第21回日本胸部疾患学会総会

(56.5.16)

木野稔也,蘇原順一,満安清孝,本田和徳,門 政男,泉 孝英,大島駿作,上坂一郎,太田 茂 :As per-

gillusoryzaeによるアレルギー性気管支肺アスペルギルス症の 1例.第17回日本胸部疾患学会第47回日本結核

病学会近畿地方会 (56.6.27)

木野稔也,松井祐佐公,大島駿作 :昆虫による気管支嘱息の研究.X.トビケラ麺およびカイコ蛾麹のアレル

ゲン分画と高分子分画による トビケラアレルギーの存在.第31回日本アレルギー学会総会 (56.10.22)

門 政男,満安清孝,大島駿作 :喫煙刺戟によるラット気管支洗浄液中液性成分の変動に関する研究.第33回

日本気管食道科学会総会 (56.9.19)

平田健雄,藤村直樹,北市正則,泉 孝英 :過敏性肺臓炎における気管支肺胞洗浄液中の リンパ球の Subpo-

pulation について.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.5.17)

平田健雄,藤村直樹,泉 孝英 :過敏症肺臓炎における気管支肺胞洗浄液細胞の機能的検討.第 9回日本臨床

免疫学会総会 (56.6.14)

平田健雄,佐々木義行,泉 孝英 :ヒト免疫グロブリン産生機構の研究.Ⅵ.SpA により誘導されるサプレッ

サーT細胞の性状と作用機序の研究.第11回日本免疫学会総会 (56.12.1)

本田和徳,北市正則,泉 孝英,大島駿作,小林 隆, 山名隆太郎,長谷川栄一 :Myeloperoxidase-halide-

hydrogenperoxide システム (MHHS)の Mycobacterium 殺菌作用.第46回実験結核研究会総会 (56.5.12)

本田和徳,門 政男,泉 孝英,大崎 鏡他 :サルコイドーシスにおける TBLB に関する共同研究.第 1報

TBLB の実施状況と陽性率に関する検討.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.5.16)

本田和徳,井原順一,泉 孝英,大島駿作,北市正則,今井節朗 :散布性粒状影を呈 し肺胞上皮癌を疑わせた

下肺野結核症の 1例 第17回日本胸部疾患学会第47回日本核病学会近畿地方会 (56.6.27)

本田和徳,北市正則,藤村直樹,満安清孝,弗原JTB-,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :Flexible Broncho一

五eberscopy (FBS)による肺胞蛋白症に対する肺洗浄療法の経験,第4回日本気管支研究会総会 (56.7.5)

北市正則,浅本 仁,古田睦広 :原発性肺癌症例の剖検肺における肺内重複癌について,第70回日本病理学会

総会 (56.4.1)

北市正則 :病理組織 レベルからみたサルコイド-ジス,慢性ベ リリウム肺,過敏性肺炎.第 8回過敏性肺炎研

究会 (56.ll.14)

藤村直樹,泉 孝英 :BAL(Broncho-alveolarlavage)cellの免疫学.第 7回京都免疫カンファレンス(56.2.21)

藤村直樹,蘇原順一,満安清孝,北市正則,本田和徳,平田健雄,門 政男,大山口握,木野稔也,泉 孝英,

大島駿作 :びまん性肺疾患における気管支肺胞洗源 (BAL)の診断学的有用性について･第21匝旧 本胸部疾患学

会総会 (56.5.16)

藤村直樹,泉 孝英,満安清孝,北市正則,本田和徳,平田健雄,門 政男,大島駿作 :びまん性細気管支炎

症状-と移行したマイコプラズマ肺炎の1例.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.5.16)

藤村直樹,泉 孝英,満安清孝,門 政男,大島駿作 :サルコイドーシスにおける気管支肺胞洗浄 液細 胞の

PWM刺戟による末栴血 リンパ球の免疫グロブ リン産生反応におよぼす影響に関する検討.第 9回日本臨床免疫

学会総会 (56.6.14)
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藤村直樹,井原順一,竹内 実,泉 孝英 :サルコイドーシス症例肺マクロファージのT,B末梢血 ))ンパ球に

対する抑制作用.第 1回サルコイドーシス研究会総会 (56.10.7)

藤村直樹,泉 孝英,平田健雄,節原順一,大島駿作 :気管支肺胞洗浄細胞 (BAL cell)を用いた肺疾患の免

疫学的研究 (第m報)Fibrosingalveolitis症例における BAL cell中の リンパ球,特に免疫グロブリン産生細

胞の増加所見について.第31回日本アレルギー学会総会 (56.10.21)

弗原順一,藤村直樹,北市正則,本田和徳,平田健雄,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,橋本研二,吉田丈二

:貧血を伴い,びまん性陰影がくりかえし出現した 1例.第12回びまん性肺疾患研究会 (56.2.28)

井原順一,藤村直樹,北市正則,本田和徳,平田健雄,門 政男,大山口浸,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,

橋本研二 :TBLB による蛍光抗体法にて診断した Goodpasture症候群の1例.第104回日本内科学会近畿地方

会 (56.6.13)

弗原順一,満安清孝,本田和徳,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :結核症と鑑別困難であった孤立性小結節影

について.第47回日本結核病学会第17回日本胸部疾患学会近畿地方会 (56.6.27)

井原順一,藤村直樹,北市正則,本田和徳,平田健雄,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :骨病変を伴い気管支

肺胞洗浄細胞分画にて好酸球増多を認めた DIPの一例.第105回日本内科学会近畿地方会 (56･9･19)

弗原順一,藤村直樹,北市正則,大島駿作,泉 孝英 :検診で発見され,次第に陰影の増息がみられたびまん

性肺疾患の 1例.第14回びまん性肺疾患研究会 (56.9.26)

弗原順一,藤村直樹,本田和徳,泉 孝英,藤堂義郎 :肺サルコイドーシスの CT 所見.第 1回サルコイド

ーシス研究会総会 (56.10.7)

前原順一,本田和徳,泉 孝英,大島駿作 :CT およびシンチグラフィーによる肺癌病期の検討.第22回日本

肺癌学会総会 (56.10.9)

井原順一,竹内 実,藤村直樹,長井苑子,大島駿作,泉 孝英 :慢性べ))リウム肺症例における BAL リン

パ球および末栴血 リンパ球の性状,mitogen,BeS04 に対する反応性に関する比較検討. 第31回日本アレルギー

学会総会 (56.10.21)

弗原順一,藤村直樹,北市正則,大島駿作,泉 孝英 :骨病変を伴い BAL所見にて Eosinophilicgranuloma

と鑑別困難であった DIPの 1例.第25回肺線維症研究会 (56.ll.13)

布原順一.北市正則,本田和徳,平田健雄,泉 孝英,大島駿作,並河 靖,上田千里,浅本 仁 :Media一

stinaltumor と胸水にて発見された Tllymphoma の1例.第18回日本胸部疾患学会近畿地方会 (56.ll.14)

長井苑子,松森 昭他 :心電図上虚血性心疾患を疑われたが,心筋生検にて L6fner'seosinophilic后broplas-

ticendocarditisを示唆する所見を得た 1例.第104回日本内科学会近畿地方会 (56.6.13)

長井苑子,白波瀬 均他 :僻性胸水の 1例･27回日本消化器病学会近畿地方会 (56･9･5)

長井苑子,泉 孝英 :肺野型サルコイドーシスに続発 して熱発症状を呈 した非定型抗酸菌症の 1例･第 1回サ

ルコイドーシス研究会 (56.10.7)

長井苑子,門 政男,木野稔也,大島駿作,泉 孝英,小原孝信,福間謙助 :肺野型サルコイドーシスに続

発 して熟発症状を呈 した非定型抗酸菌症の 1例･ 第 48回日本結核病学会第 18回日本胸部疾患学会近畿地方会

(56.ll.14)

長井苑子,泉 孝英,山田安民,普天間健,本田和徳,北市正則,木野稔也,大島駿作 :両側肺門部陰影拡大

所見から Sarcoidosis を疑われたが,末梢肺血管病変による肺門部の血管影増大であった1例.第106回日本内

科学会近畿地方会 (56･12･5)

長井苑子,北市正則,平田健雄,藤村直樹,本田和徳,泉 孝英 :両側肺門部腫張像と肺野周辺の陰影からサ

ルコイドーシスを疑われて入院した一例.第15回びまん性肺疾患研究会 (56.12.5)

普天間 健,泉 孝英,山田安民,弗原順一,北市正則,本田和徳, 門 政男,大島駿作, 知念艮教 :PSS

発症17年目に肺扇平上皮癌を合併した1例･第106回日本内科学会近畿地方会 (56.12.5)

竹内 実,泉 孝英,長井苑子,大島駿作 :Propionibacterium acnes の免疫抑制処置マウスにおける im-

munomodulation 作用.第31回日本アレルギー学会総会 (56.10.23)

本間日臣,大島駿作他 :肺癌に対する Schizophyllan(SPG)の臨床効果- Randomizedcontrolledstudy に
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する検討.第22回日本肺癌学会総会 (56.10.7)

岩井和郎,北市正則,泉 孝英他 :サルコイドーシスにおける TBLB に関する協同研究,第 2報 TBLB標

本所見の判定基準について.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.5.16)

山本正彦,泉 孝英他 :サルコイドーシスに対するコルチコステロイドの治療効果.第21回日本胸部疾患学会

総会 (56.5.16)

北谷文彦,泉 孝英他 :肺線維症のステロイド治療とその予後.第21回日本胸部疾患学会総会 (56.5.17)

小林俊夫,泉 孝英他 :サルコイドーシスの気管支鏡所見-とくに小血管変化について.第21回日本胸部疾患

学会総会 (56.5.17)

Ito,Y･,Izumi,T･etal:PulmonaryeosinophilicgranulomainJapan･9th InternationalConferenceon

SarcoidosisandotherGranulomatousDisorders.Paris(1981.8.31)

Tachibana,T.,Kitaichi,M,Izumi,T･etal:CorrelationofthehistologicfindingsofTBLBspecimensto

theprognosisofsarcoidosis･9thInternationalConferenceonSarcoidosisandotherGranulomatousDisor-

ders･Paris(1981.8･31)･

黒沢元博,田中哲治,根本俊和,苗木隆三,小林節雄,柳原行義,信太隆夫,木野稔也 :醸造業者の家族に発

症したアレルギー性気管支肺アスペルギルス症の1例とその発症に関する家族内検索 第12回職業アレルギー研

究会 (56.7.17)

桐谷良一,湯月洋介,西田 修, 田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,木野稔也 :Asper･

gillusfumigatusによるアレルギー性気管支肺アスペルギルス症の1例･第18回日本胸部疾患学会第48回日本結

核病学会近畿地方会 (56.ll.14)

古田睦広,浅本 仁,小原安喜子,北市正則,尾崎元昭,島田誠一 :先天性結核症の 1剖検例.第70回日本病

理学会総会 (56.4.1)

網谷良一,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,小橋陽一郎,市島国雄,北市正則,倉釈卓

也 :尿崩症を合併し,肺血管周囲,胸膜の著 しい線維化と広汎な肺血管内膜肥厚を呈した症例.第24回肺線維症

研究会 (56.7.3)

牛田伸一,前原敬悟,米津清文,大久保晃,野川福江,北市正則 :インコ飼育者にみられた過敏性肺臓炎の 1

例.第17回日本胸部疾患学会第47回日本結核病学会近畿地方会 (56.6.27)

人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎,岡田賢二 鈴木康之,奥田 正,北市正則 :急性悪化をみた血栓症を伴う

間質性肺炎の1剖検例.第18回日本胸部疾患学会第48回日本結核病学会近畿地方会 (56.ll.14)

満安清孝,真砂多計志,小原幸信,森吉 猛,水野 浩,安倍隆二,生嶋宏彦,北市正則 :肺原発と考えられ

た悪性 リンパ腫の2例.第18回日本胸部疾患学会第48回日本結核病学会近畿地方会 (56.ll.14)

〔講 演 会〕

ShunsakuOshima:AlveolarMacrophage(招請講演)SpeciallectureinBowmanGraySchoolofMedicine.

WakeForestUniversity.NorthCarolina･U･S･A･(1981･ll)･

〔そ の 他〕

大島駿作 :昆虫アレルギー.ラジオ大阪 (1981･5･24)

大島駿作 :間質性肺炎.肺線維症.日本短波放送 (1981.ll.10)

泉 孝英 :目でみる検査一相関性,ツベルクリン反応と血清 ACE,綜合臨林,30(9):2386-2388,1981.

泉 孝英:(質疑応答)じん肺症とサルコイドーシスの鑑別,内科,48(4):594,1981.

木野稔也 :蝶は害虫か? 国立大学協会会報 (92):72,昭56.
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胸 部 外 科 学 部 門

〔学 会 発 表〕

1. 腹 痛

伊藤元彦,玉田二郎,山中 晃,寺松 孝 :肺腺癌産生蛋白の免疫組織学的検討,肺癌学会関西支部会, (昭

56.2)

八木一之,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :胸腺の扇平上皮癌の

1例,第34回肺癌学会関西支部会,(昭56.2)

小鯖 覚,八木一之,官本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管形成術の 2例,

第34回肺癌学会関西支部会,(昭56.2)

宮本好博,八木一之,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,瀧 俊彦 :肺癌患者

における T-cell,B-cell,第34回肺癌学会関西支部会,(昭56.2)

二宮和子,八木一之,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :癌性胸膜炎における

胸膜針生検,第34回肺癌学会関西支部会,(昭56.2)

山中 晃,高嶋義光,松延政一,外村聖- :二種の異なった形態よりなる腺癌の 1症例,第34回日本肺癌学会

関西支部会

高橋憲太郎,人見滋樹,前里和夫 :Carcinomainsituと末梢小型肺癌の重複癌の 1切除例,第32回日本肺癌

学会関西支部会, (昭56.2)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹,鈴木庸之,奥田 正,浜本祐三,土肥佳郎 :悪性胸膜中皮腫の3例,第34

回肺癌学会関西支部会,(昭56.2)

水野 浩,カレッド･レシヤー ド,北野司久 :ヌー ドマウス移植 ヒト肺癌に対する制癌剤感受性テス ト-摘出

時期の異なる腫癌の比較一肺癌学会関西支部会,(昭56.2)

北野司久,水野 浩,池 修,カレッド･レシャー ド,柳沢 弥,黒田康正,小橋陽一郎 :集学的治療が奏

効 した重複癌の 2例,肺癌学会関西支部会,(昭56.2)

伊藤元彦 :̀̀胸腺関連腫療''の診断と治療,神戸肺癌懇話公講演,(昭56.2)

伊藤元彦 :̀̀胸腺関連腫療"-の新 しいアプローチ,ACCP 日本支部会シンポジウム,(昭56.2)

清水慶彦,青木 稔,金城 明,玉田二郎,龍 俊彦,渡部 智,伊藤元彦,寺松 孝 :悪性腫癌,とくに進

行性肺癌に対する気管気管支形成術の意義と各種の試みについて,第81回日本外科学会l総会シンポジウム, (昭

56.4)

池 修,竹内吉喜,カレッド･レシャー ド,北野司久 :最近経験 した縦隔膜痔の 5切除例,奈良外科学会,

(昭56.4)

松原義人 :人工気管による気管分岐部の再建,第81回日本外科学会総会,(昭56.4)

金城 明,山中 晃,玉田二郎,瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝 :胸腺関連腫痔の臨床病理学的研究,胸部外

科学会,(昭56.9)

カレッド･レシャード,竹内吉喜,北野司久,池 修,藤尾 彰,種田和清 :後縦隔に発生 した褐色細胞腫

の1症例,胸部疾患学会総会,(昭56.5)

北野司久,永野 治,池 修,カレッド･レシャー ド:肺癌に対する Invivo制癌剤感受性テス トの臨床的

応用,胸部疾患学会総会,(昭56.5)

瀧 俊彦,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝,小鯖 覚,池田貞雄 :肺癌所属 リンパ節における類上皮肉芽腫の

免疫組織学的検討- リゾチームを指標として-,第21回日本胸部疾患学会総会,(昭56.5)

八木一之,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :中葉症候

群を呈 した気管支内過誤腫の 1例,第129回近畿外科学会,(昭56.5)

小鯖 覚,他 8名 :縦隔に発生 した Paragangliomaの2例,第 2回日本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)

住友伸一,五十部潤, 井上律子,伊東政敏,小林君美 :当院における高齢者肺癌手術症例の検討.第24回日
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本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)

カレッド･レシャー ド,竹内吉書,池 修,北野司久,市島国雄,西田 修,島田俊夫,広瀬邦彦,掘健次

郎 :血管内増殖により上大静脈症候群を呈 した胸腺腫の 1症例,日本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)

カレッド･レシャー ド,竹内苦言,池 修,北野司久 :気管腫痔に対する有茎肋間筋及び肋骨片による気管

再建術の1症例,日本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)

藤尾 彰,斉藤幸人,笠原憲二,香川輝正,北野司久 :MMC による術前気管支動脈内注入の効果一切除癌

細胞の MMC 感受性に関連 して一日本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)

北野司久,藤尾 彰,カレッド･レシャー ド,竹内吉喜,池 修 :Nu-マウス皮下におけるヒト腺癌 Xen0-

gra允Sの増殖動態,厚生省妊研究 (近藤粧),(昭56.6)

住友伸一,五十部潤,伊東政敏,井上律子,小林君美 :当院における肺癌手術症例の検討,第38回中部肺癌学

会,(昭56.6)

池 修,竹内吉喜,藤尾 彰,カレッド･レシャー ド,北野司久 :のう胞を伴なった胸腺脂肪腫の 1治験例,

日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹 :胸腺腫の11例,第16回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)

伊藤元彦,玉田二郎 :肺癌治療における YAG･LASER の意義,厚生省がん研究 ｢大田粧｣粧会議,(昭56.

6)

伊藤元彦 :再発肺癌に対する再切除,厚生省がん研究 ｢大田粧｣姓会議,(昭56.6)

伊藤元彦,瀧 俊彦,肺小細胞癌に対する外科療法,厚生省がん研究 ｢大田班｣班会議,(昭46.12)

伊藤元彦 :スライドカンファレンス出題,(呼吸器),臨床細胞学会関西支部会,(昭56.7)

竹内吉喜,池 修,藤尾 彰,カレッド･レシャー ド,北野司久,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田利

宿,岩田猛郎,松原恒雄 :肺過誤腫切除11例の検討,日本肺癌学会関西支部会,(昭56.7)

藤尾 彰,池 修,竹内吉善,カレッド･レシャー ド,北野司久,森田吉和 :比較的長期間コントロールし

えた黒色腫の1例,日本肺癌学会関西支部会,(昭56.7)

伊藤元彦,玉田二郎,山中 晃,寺松 孝 :肺良性腫癌の統計的観察,肺癌学会関西支部会,(昭56.7)

池 修,竹内吉喜,藤尾 彰,カレッド･レシャー ド,北野司久 :Pulmonaryblastomaと思われる1手術

例,日本肺癌学会関西支部会,(昭56.7)

人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎 :両側性びまん性陰影を呈 した肺癌の気管支鏡所見と TBLB,第33回日本肺

癌学会関西支部会,(昭56.7)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹 :癌性胸膜炎および心膜炎例の検討,第35回肺癌学会関西支部会,(昭56.7)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹 :担癌症例における皮内反応 (PPD.PHA,SU･PS)の検討,第35回肺癌学

会関西支部会,(昭56.7)

八木一之,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,二宮和子, 畠中陸邸,松原義人,船津武志,池田貞雄, 高橋清

之 :肺芽腰の 1例,第35回日本肺癌学会関西支部会,(昭56.7)

松原義人,桑原正喜,八木一之,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,塩貝国男,

横川智信,鈴木捷之,長谷川徹 :肺癌患者における TennesseeAntigen,第35回日本肺癌学会関西支部会,(昭

56.7)

二宮和子,松原義人,八木一之,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄,横川智信,

鈴木捷之,長谷川徹 :肺癌患者における CEA の再検討,第35回日本肺癌学会関西支部会,(昭56.7)

小鯖 覚,八木一之,宮本好博,桑原正喜,二宮和子, 畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄,高橋清

之 :肺巨細胞癌の一切除例,(昭56.7)

山中 晃,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :肺腺癌産生蛋白の免疫組織学的検討,第35回日本肺癌学会関西支

部会,(昭56.7)

人見滋樹 :煙草と肺がん,読売テレビ放送,(昭56.9)

伊藤元彦 :肺癌の早期診断,京都医学会シンポジウム ｢癌の早期診断｣,(昭56.9)

Y･Miyamoto,K･Yagi,SIKosaba,T.Taki,K.Ninomlya,Y.Matsubara,R.Hatakenaka,T.Funatsu,
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SIIkeda;Prostheticreconstructionoftracheaandcarinaformalignanttumors,29th CongressoftheSociete

InternationaledeChirurgie,Montreux (Switzerland), (昭56.9)

カレッド･レシャー ド,池 修,竹内善書,藤尾 彰,北野司久 :縦隔腰痛自験例の診断および病理組織学

的検討,胸部外科学会総会,(昭56.9)

玉田二郎,伊藤元彦 :シンポジウム癌集団検診の現況 :肺癌集検,第19回日本痛治療学会,(昭56.9)

二宮和子,池田貞雄,八木一之,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,船津武志 :肺癌の癌

性疹痛に対する Brompton mixture の鎮痛効果,第19回日本癌治療学会総会,(昭56.9)

北野司久,竹内吉喜,池 修,カレッド･レシャー ド,藤尾 彰,西山陽子,後藤光良,杉山正敏,斉藤幸

人,笠原恵三 :肺癌手術後の化学療法-Invivo感受性テス トと薬剤の血中有効濃度,癌治療学会総会,(昭56.

9)

北野司久,池 修,竹内青書,カレッド･レシヤー ド,藤尾 彰 肺癌に対する invivo制癌剤感受性の検

討,制癌剤適応研究会,(昭56.10)

松原義人,桑原正喜,池田貞雄 :肺癌患者における TennesseeAntigen 測定,第40回日本癌学会総会,(昭

56.10)

池田貞雄,桑原正喜,松原義人,伊藤元彦,寺松 孝 :腫癌特異抗原による肺癌患者の皮内反応,第40回日本

癌学会総会,(昭56.10)

伊藤元彦,高嶋義光,玉田二郎,寺松 孝,ヌー ドマウス移殖縦隔奇形腫群腫療 5株の形能と機能,日本癌学

会総会,(昭56.10)

北野司久,光岡明夫 :Invivo制癌剤感受性試験の研究,癌学会総会,(昭56.10)

高嶋義光,足連敏博,伊藤元彦,翠川 修･･｢ヒト縦隔由来 Teratocarcinoma培養細胞株 (HMT cells)に対

する抗体による培養細胞が産生する蛋白質に関する研究｣,第40回日本癌学会総会,(昭56.10)

北野司久,竹内吉喜,池 修,藤尾 彰,カレッド･レシャー ド,西山陽子,杉山正敏,肺癌に対する In

vivo 制癌剤感受性テス トの研究 (第 2報),第22回肺癌学会総会,(昭56.10)

山中 晃,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :肺腺癌産生蛋白の免疫組織学的検討,第22回日本肺癌学会総会.

青木 稔,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :ベンツピレン投与によるヌー ドマウス移植 ヒト気管支の発癌実験,

第22回日本肺癌学会総会,(昭56.10)

前里和夫,人見滋樹,高橋憲太郎 :癌性胸膜炎お よび癌性心膜炎 の検討, 第 22回日本肺癌学会総会, (昭

56.10)

松原義人,桑原正喜,二宮和子,八木一之,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌患者

における TennesseeAntigen の意義,第22回日本肺癌学会総会,(昭56.10)

瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝,Monoclonalantibody による肺癌患者 T cellsubsetに関する検討 (第 1

戟),第22回日本肺癌学会総会,(昭56.10)

池田貞雄,桑原正喜,松原義人,八木一之,小解 党,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,船津武志 :肺癌患者

における T･B リンパ球と皮内反応,第22回日本肺癌学会総会,(昭56.10)

二宮和子,松原義人,八木一之,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,畠中陸邸,船津武志,池田貞雄 :肺癌患者

における CEA の再検討,第22回日本肺癌学会,(昭56.10)

佐藤新太郎 :誤診 診断困難な肺癌症例の検討,第22回日本肺癌学会総会,(昭56.10)

住友伸一,五十部潤,伊東政敏,井上律子,小林君美 :組織型からみた肺癌切除例の予後,第36回国立病院療

養所総合医学会,(昭56.10)

佐藤新太郎,安淵義男 :肺巨細胞癌及び cholangioma の肺転移の細胞像,第36回国立病院療養所総合医学会

ポスターセッション,(昭56.10)

寺松 孝 :シンポジウム 転移性腫療 (特別発言),第43回日本臨床外科医学会総会,(昭56.10)

伊藤元彦 :胸腺関連場に関する実験的研究,国立大学附置研究所談話会,(昭56.ll)

MotohikoIto,JiroTamada,AkiraYamanaka,AkiraKaneshiro,TakashiTeramatsu,I"C1inicopathologi.

Galstudiesonthymusrelatedtumor･''APCDC (昭56.ll)
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北野司久,池 修 :転移性肺腫癌に対する制癌剤感受性テス トの検討,厚生省姓研究 (近藤班),(昭56･ll)

中村達雄,五十部潤,渡部 智,蔵屋敷隆二,伊藤元彦,寺松 孝 :膿胸後胸膜に発生 したと思われる扇平上

皮癌の 2例,第48回日本結核病学会,第18回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.ll)

藤尾 彰,竹内吉喜,池 修,カレッド･レシャード,北野司久 :左気管支発生腫癌の2切除例,近畿外科

学会,(昭56.ll)

小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌に対する pleu-

ropneumonectomy,第130回近畿外科学会,(昭56.ll)

干葉 渉,田村康一,玉田二郎,清水慶彦,寺松 孝 :心房中隔欠損症根治術を同時に施行した肺癌切除例の

経験,第130回近畿外科学会,(昭56.ll)

人見滋樹 :肺癌と肺結核の鑑別診断,福島区,西区,此花区,大淀区合同学術研究会,(昭56.ll)

山田和範,田中 暁,平岩卓根,秋山文弥,伊藤忠弘 :肺に原発し京平上皮癌を合併 した悪性線維性組織球腫

の 1例,第40回日本胸部疾患学会東海地方会,(昭56.ll)

和田洋己 :特別報告 "胸腺関連腫療''第40回日本胸部疾患学会東海地方会,(昭56.ll)

和田洋己,西村敏弘,他,"心臓-の浸潤を示 した悪性胸腺腫の超音波断層図所見'',第38回日本超音波学会総

会,(昭56.ll)

人見滋樹 :縦隔腫癌について,福島区医師会学術研究会,(昭56･12)

カレッド･レシャード,竹内吉喜,池 償,藤尾 彰,北野司久 :気管支内腫濠の 2切除例,近畿気管支鏡

懇話会,(昭56.12)

2. 胸腺,免疫

畠中陸郎,小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,松原義人,船津武志,二宮和子,池田貞雄 :高齢者の胸腺腫合併

重症筋無力症に対する外科療法の 1例,第18回胸部疾患学会関西地方会,(昭56.ll)

3. 結 核

金城 明,寺松 孝 :要望課題V.最近の外科療法,高齢者肺結核の外科的療法,第56回結核病学会,(昭56.4)

AkiraKaneshiro,ToruShindo,TakashiTeramatsu:Parmanentdrainagethrough chestwallforcavityof

pulmonarytuberculosiswithpositivesputum,APCDC (昭56.ll)

4. 人工材料

渡部 智 :酵素固定化を応用 した機能性医用材料の開発,胸部研学術講演会,(昭56.1)

渡部 智,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :酵素固定化を応用 した生体機能性医用材料.その臨床応用の基礎

的研究,繊維学会昭和56年年次大会研究発表会,(昭56.5)

H.Kato,H.Mizuno,K.Tamura,S.Watanabe,Y.Shimizu,T.Teramatsu,Y.Kitamura,M.Hirabayashi:

`̀ExperimentalStudyonArtiGcialCerami c BoneforRibsandSternum･p lnternationalSocietyforArtifi-

cialOrgans: (昭56･7)･

Watanabe,S.,andTeramatsu,T.:Applicationofimmobilizedenzymesforbiomaterialsusedinthefield

ofthoracicsurgery,6th EnzymaEngineering Conference,(昭56.9)･

池田貞雄,他 8名 :人工気管による気管分岐部の再建 (シネシンポジウム),第34回日本胸部外科学会総会,

(昭56.9)

田村康一,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :PolyvinylAlcohol-SilicaCompositeの人工血管への応

用一血液抗凝固性の検討,第19回日本人工臓器学会,(昭56.ll)

渡部 智,中村達雄,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :抗菌性医用材料としての抗生物質混合-コラーゲン合

成高分子複合体の作製,第19回日本人工臓器学会大会,(昭56.ll)

渡部 智,中村達雄,清水慶彦,寺松 孝 :異種生物由来医用材料へテログラフトを応用した酵素固定化機能

性医用材料,第 3回日本バイオマテリアル学会大会,(昭56.ll)
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清水慶彦,日野常稔 :我々が開発した医用複合材料の現状と問題点,第 3回日本バイオマテリアル学会大会,

特別講演 (昭56.ll)

中村達雄,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝,徳重正信,湯元 昇 :代用皮膚材ウシ結合織精製コラーゲン膜の

安全性についての基礎的実験,第 3回バイオマテリアル学会大会学術講演,(昭56.ll)

加藤弘文,寺松 孝 :アルミナ ･セラミックスによる人工胸骨,第 1回整形外科セラミック･インプラント研

究会,(昭56.ll)

S･Matsunobe,Y･,Shimizu･,T･T･Teramatsu･,etal:ClinicalandinvitrodataonCO2removalbyhemo-

dialysis,Ⅰnfbrmalworkshop"MethodsandMeansofMetobolicCO才Removal''ⅠⅠIrdISAO (Paris),1981･

松延政一,清水慶彦,寺松 孝,他 :血液透析による呼吸管理一透析による C0 2 の除去-,第19回人工臓器

学会総会 (昭56.ll)

松延政一,山中 晃,高嶋義光,外相聖- :血液透析による CO2 除去,第19回社会保険医学会総会,(昭56.

10)

5.心 ･血管

山口正人,住友伸一,中納誠也,伊東政敏,井上律子,小林君美,他五名 :左房粘液腫の1治験例,第54回日

本循環器病学会東海地方会,(昭56.2)

千原幸司,篠崎 拓,島本光臣,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥 :Apico-aorticBypass手術 3例の検討,罪

54回日本循環器学会東海地方会,(昭56.2)

平岩卓根,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,岡田賢二,秋山文弥 :人工ペースメーカー植込み例における遠隔

期感染例 2例,第54回日本循環器学会東海地方会,(昭56.2)

岡田賢二,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,平岩卓根,秋山文弥 :心房内粘液腫 3例の外科的検討 :第54回日

本循環器学会東海地方会,(昭56.2)

伊東政敏,住友伸一,中納誠也,井上律子,小林君美 :本院における A･C バイパス手術の経験,第103回岐

阜外科集談会,(昭56.2)

篠崎 拓,島本光臣,干原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥 :弁置換術近接期の合併症 :第11回日本心臓

血管外科学会総会,(昭56.3)

小林君美:｢特別講演｣心臓手術適応について,第 8回高山医師会,(昭56.4)

伊藤政敏,五十部潤,住友伸一,井上律子,小林君美 :A･C バイパス術の経験, 第24回関西胸部外科学会,

(昭56.6)

阿部弘毅,立石昭三,他:｢急性心筋硬蓋に合併 した心室中隔穿孔の1治験例｣,第24匝胸部外科関西地方会,

(昭56.6)

千原幸司,篠崎 拓,島本光臣,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥 :高令薯 (65才以上)開心術症例の検討-成

績と問題点-,第24回日本胸部外科学関西地方会 (昭56.6)

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥 :冠動静脈療 6例の検討,第24回日本胸部外

科学会関西地方会 (昭56.6)

篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥 :心臓手術前後の細菌性心内膜炎症例の検討,

第24回日本胸部外科学会関西地方会 (昭56.6)

秋山文弥 :日本に於ける心臓外科の現況,中華医学会黒竜江省支部主催講演会,於-ルピン (昭56.8)

秋山文弥 :胸部疾患の CT 診断,第13回日本胸部外科学会卒後教育セミナー (昭56.9)

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥 :異型狭心症の外科治療一成績と Spasm 制

御法の検討-,第34回日本胸部外科学総会 (昭56.9)

篠崎 拓,島本光臣,千原卓司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥 :IHSS の外科治療一特 に Apico-aortic

bypass手術の問題点-,第34回日本胸部外科学会総会 (昭56.9)

伊東政敏,五十部潤,住友伸一,井上律子,小林君美 :本院における A･Cバイパスの経験,第24回岐阜循環

器疾患研究会,(昭56.ll)



昭和57.3 - 27-

高橋憲太郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,井村正史, 山崎文郎,秋山文弥 :開心術後に留置した Swan-

Ganz カシータによる遷延性肺合併症の1例,第40回日本胸部疾患学会東海地方会 (昭56.ll)

井村正史,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,高橋憲太郎,山崎文郎,秋山文弥 :興味ある収縮性心膜炎の 1例,

第40回日本胸部疾患学会東海地方会 (昭56.ll)

山中 晃,高嶋義光,松延政一,外村聖-, :開胸術中における Swan-Ganzカテーテルの使用経験,第19回

日本社会保険医学会,(昭56.10)

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,山崎文邸,秋山文弥 :末梢動脈狭窄症に対する血行

再建術式の検討,第120回静岡県外科医会集談会 (昭56.12)

6. 一般胸部疾患

渡部 智,清水慶彦,田村康一,寺松 孝,加藤弘文 :漏斗胸手術の短期成績について,第 2回日本変形胸郭

研究会 (昭56.2)

前里和夫,高橋憲太郎,カレッド･レシャー ド,人見滋樹,鈴木庸之,奥田 正 :一次性全身性アスペルギロ

-シスの 1例,第25回京阪神合同 CPC,(昭56.2)

住友伸一,中納誠也,伊東政敏,井上律子,小林君美 :巨大なる胸部藤橋影を呈 した1例,第103回岐阜外科

集談会,(昭56.2)

浜本康平,立石昭三,他,｢自発気胸と誤った Pneumatocele の1例,第31回近畿救急研,(昭56.2)

立石昭三:｢気道内異物とレスピレーター｣同上救急隊員部会講演,(昭56.2)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹 :気管支鏡の合併症,第15回近畿気管支鏡懇話会,(昭56.3)

人見滋樹 :小児の胸部レントゲン診断,寝屋川市門真市医師会学術講演会,(昭56.3)

人見滋樹 :縦隔疾患の読影 :寝屋川市門真市医師会学術講演会,(昭56.4)

宮本好博,他 :巨大肺嚢胞症の成因とその手術成績,第81回外科学会,(昭56.4)

カレッド･レシャー ド,竹内吉喜,池 修,北野司久 :胸部外科におけるCTの診断的意義,奈良外科学会,

(昭56.4)

官本好博,八木一之,小鯖 覚,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄,瀧 俊彦 :気管気管

支軟化症の診断と治療,第21回日本胸部疾患学会総会,(昭56.5)

八木一之,小鯖 覚,宮本好博,畠中好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,池田貞雄,船津武志 :巨大肺嚢

胞症の外科的治療の成績,第21回日本胸部疾患学会総会,(昭56.5)

二宮和子,八木一之,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :胸膜炎における針生

検の意義,第21回日本胸部疾患学会総会,(昭56.5)

カレッド･レシャー ド,人見滋樹,前里和夫,他 4名 :抗生物質,抗癌剤の胸膜透過性の検討,第21回日本胸

部疾患学会総会,(昭56.5)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹,立花時夫,岡田静雄,上田英之助 :サルコイドーシスの気管支鏡検査 (気

管支 ･肺生検 ･内視鏡所見,気管支,肺胞洗浄),第21回日本胸部疾患総会,(昭56.5)

人見滋樹 :胸部レントゲン診断-総論一,大阪府福島区医師会学術講演会,(昭56.5)

渡部 智,中村達雄,金城 明,玉田二郎,瀧 俊彦,田村康一,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :胸壁変形

の 1治験例,第129回近畿外科学会,(昭56.5)

池 修,竹内吉喜,カレッド･レシャー ド,北野司久,小泉俊之,武田博士 :食道平滑筋腫の 1手術例,近

畿外科学会,(昭56.5)

人見滋樹 :肺気腫,気胸,肺のう胞症の読影,寝屋川市門真市医師会学術講演会,(昭56.6)

宮本好博,他 8名 :気管切開後の肉芽膜性気管狭窄の3例,第24回関西胸部外科学会,(昭56.6)

人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎 :皮膚癖を伴う陳旧性膿胸,胸囲結核の外科治療 9例の検討,第24回日本胸

部外科学会関西地方会,(昭56.6)

前原和夫,高橋憲太郎,人見滋樹 :巨大ブラの8手術例,第24回日本胸部外科学関西地方会,(昭56.6)

中村達雄,田村康一,玉田二郎,竹内吉喜,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :可動性塊状陰影をもつ膿胸の-
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手術症例,第24回日本胸部外科学会関西地方会,(昭56.6)

金城 明,渡部 智,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :変形強度で非対称的な漏斗胸手術における二三の工夫

- 非翻転胸骨板成形の試み- 第24回,関西胸部外科学会,(昭56.6)

高橋憲太郎,人見滋樹,前里和夫 :肝性胸水の検討,第16回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)

玉田二郎,田村康一,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :YAG レーザーによる EndobronchialSurgeryの臨

床経験,第17回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)

竹内吉善,池 修,藤尾 影彰,カレッド･レシヤード,北野司久 :最近経験した肺分画症の 1例,日本胸

部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)

カレッド･レシャード,竹内吉書,池 修,藤尾 影,北野司久,田口善夫,望月吾郎,綱谷良一,種田和

宿,岩田猛郎,松原恒堆 :最近10年間の当院自然気胸例の検討,日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)

池田貞雄,小鯖 覚,八木一之,宮本好博,桑原正喜,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,塩見国男,鈴木捷之,

長谷川徹 :呼吸器疾患患者における血中クリプトコッカス抗原の検索,第47回日本結核病学会近畿地方会,第17

回日本胸部疾患学会近畿地方会.

八木一之,小鯖 覚,宮本好博,二宮和子,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :気管ボタ

ンによる慢性呼吸不全患者の管理,第47回日本結核病学会近畿地方会,第17回日本胸部疾患学会近畿地方会,

(昭56.6)

小鯖 覚,八木一之,宮本好博,桑原正喜,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :中葉症候

群の臨床的検討,第47回日本結核病学会近畿地方会,第17回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.6)

人見滋樹 :空洞陰影の読影,大阪府福島区医師会学術講演会,(昭56.6)

五十部潤,住友伸一,伊東政敏,井上律子,小林君美 :気管支鏡下に異物を摘出した1例,第57回日本結核病

学会東海地方学会,第39回日本胸部疾患学会東海地方学会,(昭56.6)

前里和夫,高橋憲太郎,人見滋樹,立花時夫,岡田静雄,上田英之助 :びまん性肺疾患に対する TBLB一特

にサ症例について,第 4回日本気管支研究会総会,(昭56.7)

玉田二郎 :シンポジウム YAG Laserの EndobronchialSurgery-の応用,第 4回日本気管支研究会総会,

(昭56.7)

人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎 :胸部Ⅹ線写真正常で気管支鏡で初めて発見された気管支内病変,第 4回日

本気管支研究会総会,(昭56.7)

小鯖 覚,他 8名 :気管気管支軟化症の臨床,第4回気管支研究会総会,(昭56.7)

北野司久,カレッド･レシャー ド:気管カルチノイドに対 して肋骨付着有茎性肋間筋弁による気管再建の 1例,

気管支研究会総会,(昭56.7)

渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝 :胸部外科領域におけるモワレトポグラフィーの応用,第 4回関西

モワレ懇話会,(昭56.7)

人見滋樹 :気胸様陰影の読影,大阪府福島区医師会学術講演会,(昭56.7)

人見滋樹 :無気肺像を呈する呼吸器疾患,寝屋川市門真市医師会学術講演会,(昭56.8)

前里和夫,人見滋樹,高橋憲太郎,岡田貿二,他 2名 :再三救命処置を要 した気管,気管支狭窄症の1例,節

16回近畿気管支鏡懇話会,(昭56.8)

人見滋樹 :びまん性肺疾患の診断,寝屋川市門真市医師会学術講演会,(昭56.9)

谷口隆司,立石昭三,他:｢ARDS症状を呈 した胸部外傷の1例｣,第33回近畿救急研,(昭56.9)

橋本圭司,立石昭三,他:｢びまん性撒布性粒状影を示 した 1例｣,第14回びまん性肺疾患研究会,(昭56.9)

北野司久,カレッド･レシャー ド:胸郭変形に対する外科療法の研究,胸部外科学会総会,(昭56.9)

畠中陸部,使 8名 :高令者の肺外科における呼吸機能の限界,第34回日本胸部外科学会総会,(昭56.9)

船津武志,他 9名 :気管気管支軟化症の外科的治療,同上,(昭56.9)

渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝 :胸郭変形矯正術についての基礎的ならびに臨床的研究,第34回日

本胸部外科学会総会,(昭56.9)

玉田二郎,田村康一,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :YAG レーザーによる EndobronchialSurgeryの臨床
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的研究,第34回日本胸部外科学会,(昭56.9)

前里和夫,人見滋樹,岡田賢二 ･'サルコイドーシスの気管支鏡研見,第-回サルコイドーシス研究会,(昭56.

10)

加藤弘文,シンポジウム "学童期における側轡症ならびに胸郭変形とその対策''区23回学校保健学会,(昭56.

10)

小鯖 覚,他 :気管気管支軟化症の病態とその手段手技 (シネ)第43回日本臨床外科医学会総会,(昭56.10)

松原義人,他 :高令者における自然気胸と手術適応,第43回日本臨床外科医学会総会,(昭56.10)

人見滋樹 :無気肺陰影の診断,福島区医師会学術講演会,(昭56.10)

カレッド･レシャード,池 修,竹内吉善,藤尾 彰,北野司久,A studyonpleuralpermeabilityusing

antibioticsandanticancerdrugsasindicatorsリ アジア太平洋胸部疾患学会,(昭56.ll)

山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,秋山文弥 :特発性血気胸の1例,第40回

日本胸部疾患学会東海地方会,(昭56.ll)

谷口 隆,立石昭三,他 :家族内発生をみた Psittacosis,第18回胸部疾患近畿地方会,(昭56.ll)

立石昭三,他:｢在宅酸素療法における酸素の値段について｣第18回胸部疾患近畿地方会,(昭56.ll)

千葉 渉,瀧 俊彦,槙見瀬裕保,中村達雄,金城 明,玉田二郎,田村康一,渡部 智,清水慶彦,伊藤元

彦,寺松 孝 :縦隔気管支性嚢種の 1例,嚢腫内容液中のアミラーゼ, リゾチームの証明,第18回胸部疾患学会

近畿地方会,(昭56.ll)

人見滋樹,前里和夫,高橋憲太郎,岡田賢二,鈴木庸之,奥田 正,北市正則 :急性悪化をみた血栓症を伴う

間質性肺炎の1剖検例,第18回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.ll)

立花時夫,伊藤裕康,人見慈樹,前里和夫,長期経過追求中の Goldpneumonitis症例,第18回日本胸部疾患

学会近畿地方会,(昭56.ll)

前里和夫,人見滋樹,高橋憲太郎,岡田賢二,鈴木庸之,奥田 正,岡田静雄 :粟粒結核を併発 した同胞発症

の悪急性型肺線線症の1剖検例,第18回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.ll)

小鮪 覚,八木一之,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,船津武志,二宮和子,池田貞雄 :巨細胞性間質性肺炎

(Gip)の 2例,(第48回日本結核病学会近畿地方会,第18回日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.ll)

船津武志,小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,池田貞雄,高橋清之 :気管気管

支軟化症における剖検例の検討,第48回日本結核病学会近畿地方会,第18回日本胸部疾患学会近畿地方会

池 修,竹内吉喜,カレッド･レシャー ド,藤尾 彰,北野司久 :感染症を合併した一側無気肺 に対す る

urokinase肺洗浄法の効果,日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.ll)

竹内吉書,池 修,カレッド･レシャード,藤尾 彰,北野司久,岩田猛郎 :最近経験 した左肺葉間の気管

支嚢胞の1手術例,日本胸部疾患学会近畿地方会,(昭56.ll)

カレッド･レシャード:癌性胸膜炎の基礎と臨床,日中胸部疾患学術交流会,(昭56.ll)

池 修,竹内吉喜,カレッド･レシャー ド,藤尾 彰,北野司久 :胸骨翻転術に対する肺機能評価,近畿外

科学会,(昭56.ll)

JiroTamada,Motohikolto,TakashiTeramatsu,:ClinicalStudyofBronchofiberscopicNd-YAG Laser

Surgery,The4thCongressoftheInternationalSocietyforLaserSurgery,(昭56･ll)

住友伸一,五十部潤,伊東政敏,井上律子,小林君美,他 1名 :肋間動脈,肺動脈塵の 1例,第58回日本結核

病学会東海地方学会,第40回日本胸部疾患学会東海地方学会,(昭56.ll)

〔誌 上 発 表〕

1. 膿 縞

寺松 孝,清水慶彦,玉田二郎,金城 明,牧本一男 :縦隔甲状腺癌の外科的治療,臨床胸部外科1(1):97,

1981.

人見滋樹,前里和夫,カレッド･レシャー ド,高橋憲太郎,永田 格,奥田 正,鈴木庸之 :甲状腺癌の肺転

移23例の検討-RI治療後の 1切除例および治療法を中心に-,肺癌21(2):151,1981.
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北野司久,カレッド･レシャード,光岡明夫,斉藤華人,藤尾 彰 :癌化学療法の効果を高める試み-血中活

性化物質を指標にして-,日本癌治療学会誌16(2):92,1981.

北野司久,カレッド･レシャード,光岡明夫 :肺癌における Carcino-EmbryonicAntigen の研究,日本癌治

療学会誌16(2):130,1981.

人見瀞樹 :肺癌における縦隔鏡検査と胸腔鏡検査,今日の臨床外科(24):95,1980.

玉田二郎 :EndobronchialSurgery とくに EndoscopicLaserSurgeryをめぐって-YAGLaserを中心に,

BronchofiberscopicNd-YAG LaserSurgery,気管文学3(4),1981.

伊藤元彦 :肺がん ･縦隔 ･胸郭疾患,外科療法,内科セミナー, :115,1981.

伊藤元彦 :転移性肺腰湯に対する手術療法,外科治療44(6):647,1981.

光岡明夫,伊藤元彦,鈴木康弘 :肺転移した滑膜肉種の1例一悪性中皮腫との鑑別-,日本胸部臨床 (40):

275,1981.

前里和夫,カレッド･レシャー ド,高橋憲太郎,人見滋樹,鈴木庸之,避 輝栄 :肺門部早期肺癌の1治験

例一本邦報告101例の文献的考察-,日本胸部臨床(40):577,1981.

Y･Miyamoto,K･Yagi,S･Kosaba,T･Taki,K･Ninomlya,Y･Matsubara,R･Hatakenaka,T･Funatsu,

andS･Ikeda:Prostheticreconstructionoftracheaandcarinaformalignanttumos･.WorldJournalofSurgery

5(3),

杉山正敏,後藤光良,西山陽子,中島譲二,山科 肇,光岡明夫,北野司久 :ClinicalPharmacist-の試み

一癖化学療法を中心に-,J.NipponHospit.Pharmac.As soc.(16)352,1980.

玉田二郎,寺松 孝 :肺癌の化学療法 :臨床と研究58(8),1981.

伊藤元彦,高嶋義光,山中 晃,金城 明,玉田二郎,寺松 孝 :ヌードマウスに継代移植された縦隔奇形腫

群腫場の形態学的検討,日本胸部疾患学会雑誌19(7):487,1981.

清水慶彦,青木 稔,金城 明,玉田二郎,瀧 俊彦,渡部 智,伊藤元彦,寺松 孝,悪性腰湯,とくに進

行性癌に対する気管気管支形成術の意義と各種の試みについて,日本外科学会誌,82(9):982,1981.

玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :縦隔 Germ CellTumor 3例とそのヌー ドマウス継代移植における AFP,

HCG 産生,癌の臨床27(10),1981.

北野司久,カレッド･レシャード,光岡明夫 :Nu-マウスを用いる制癌剤感受性検査法 (第 4報),最新 医学

36(8):1636,1981.

北野司久,藤尾 彰,杉山正敏 :Nu-マウス移植 ヒト肺癌に対する制癌剤感受性テス トの研究,最新医学,36

(10):1961,1981.

カレッド･レシヤード,人見滋樹,前里和夫,術前の11年間胸部レントゲン写真で経過を観察しえた良性縦隔

奇形腫の1症例,京大胸部研紀要14(1)～(2):22,1981.

寺松 孝,加藤弘文 :高齢者肺癌に対する外科療法,癌と化学療法8(ll):1981.

松延政一,寺松 孝 '･肺癌診断と CT,medicina18(3),1981.

2. 胸腺 ･免疫

M･Goto,A･Mitsuoka,M･Sugiyama,M･Kitano:EnhancementordelayedhypersenesitlVltyreactionwith

varietiesofanti･cancerdrugs･A commonbiologicalphenomeon･,J･Exp･Med･154:204･

和田洋己,松延政一 :癌と免疫療法一溶連菌製剤 OK-432の検討-Ⅲ腹膜内非特異キラー細胞の性格-キラー

マクロファージと NK 細胞,癌と化学療法 8:1794,1981.

和田洋己,松延政一 :癌と免疫療法一溶連菌製剤 OK1432の検討-ⅣOK･432の腺細胞 NK 活性増強効果,癌

と化学療法 8:1799,1981.

3. 結 核

山本博昭,寺松 孝 :分担執筆 :肺結核空洞の切開術,現代外科手術学大系8,呼吸器の手術, 中山書店 :

267,1981.



昭和57.3 - 31-

4. 人 工 材 料

Watanabe,S･,Kato,H,Shimizu,Y,Teramatsu,T.Endo,JリMurachi,TリandHino,T.:Studieson

collagen-coatedsyntheticpolymercompositecarryingimmobilizedenzymes,ArtiGcialOrgans3(suppl):200,
1979.

Watanabe,S･,Shimi zu,Y.,Teramatsu,T.,Murachi.T.,andHino,T.:The‡●nvitroandinv3'yobehavior

ofurokinaseimmobilizedontocollagen-sytheticpolymercompsitematerial,J.Biomed.Mater.Res.15:533,

1981.

H･Kato,H･MizurlO,K･Tamura,S･Watanabe,Y･Shimizu,T･Teramatsu:ExperimentalStudy on

ArtificialCeramicBoneforRibsand Sternum,IIIrd ISAO･Proceedings,

清水慶彦,寺松 孝 :呼吸器外科領域における埋植用人工材,臨床外科 YearBook 1981-'82:163,1981-

1982.

渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :卵白リゾチーム固定化による抗菌性医用材料一特に固

定化異種蛋白としての組織内反応について一人工臓器9(6):915,1980.

村地 孝,田畑勝好,渡部 智 :固定化酵素一医用高分子としての新展開,表面19(4):174,1981.

寺松 孝,清水慶彦,渡部 智 :固定化生体触媒の医療-の応用,治療-の応用Ⅲ,福井三郎,千畑一郎,鈴

木周一郎編,酵素工学,東京化学同人,東京,1981:445,1981.

渡部 智,中村達雄,清水慶彦,寺松 孝 :異種生物由来医用材料-テログラフトを応用 した酵素固定化機能

性医用材料,第3回日本バイオマテリアル学会大会論文集 :39,1981.

清水慶彦,寺松 孝 :呼吸器外科の材料,外科 Mook 20:97,1981.

清水慶彦,寺松 孝 :生体高分子合成高分子複合体,化学の領域,増刊,バイオマテ リアルサアエンス 1:

169,1982.

寺松 孝 :人工気管,臨床胸部外科2(1),1982.

5. 心 ･血 管

永尾正男,泰江弘文,表 信吾,滝沢明憲,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,坂口正子,小柳津朋子 :本院

CCV に於ける急性心筋硬塞患者の検討,ICV と CCV 3:81,1981･

永尾正男,泰江弘文,表 信吾,滝沢明憲,伊藤忠弘,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣 :急性心筋硬塞後の心

臓破裂 9例の検討-その臨床所見と危険因子-ICV と CCV 5:571,1981･

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥,泰江弘文,表 信吾,滝沢明憲,永尾正

男 :虚血性心疾患に対する緊急外科治療の検討,外科診療23:297,1981.

島本光臣,秋山文弥,虚血性心疾患の外科治療,日本臨床外科医学会雑誌42:250,1981.

島本光臣,秋山文弥,篠崎 拓,千原幸司,岡田貿二,平岩卓根 :急性心筋硬塞の外科治療,循環器科 9:

552,1981.

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥,泰江弘文,表 信吾,滝沢明憲,永尾正

男 :A･C bypass術後の spasm 制御の試み,胸部外科34:795,1981.

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,秋山文弥,虚血性心疾患外科治療における 1ABP の

使用経験,日本心臓血管外科学会雑誌11:77,1981.

篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,中村達雄,秋山文弥 :弁置換術近接期の合併症,日本

心臓血管外科学会雑誌11:130,1981.

6. 一般胸部疾患,他

秋山文弥,篠崎 卓,島本光臣,千原幸司,岡田賢二,平岩卓根,漏斗胸に対する腹直筋有茎性胸骨翻転術一

術式と遠隔成績-臨床胸部外科1:151,1981.

船津武志 :気腫性肺嚢胞症の治療一自然気胸1.905例の臨床的検討-,外科診療23(3),

浜本康平,立石昭三,他 :男子中学生に見 られた外傷性 Pnenmatoceleの 1例,日胸疾患会誌19:110,1981.
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伊藤元彦,玉田二郎,青木 稔 :気道分泌系の機能と構造-気道の防禦と関連して-,日本胸部疾患学会雑誌

19(12),1981.

光岡明夫,カレッド･レシャード,北野司久,石井松渓 :縦隔病変に対する気縦隔 CT 検査-GasContras-

ted CT の展望-,日本胸部外科学会雑誌29:409,1981.

船津武志 :気腫性肺嚢胞症の治療一自然気胸1905例の臨床的検討,日本胸部外科学会雑誌29(4),1981.

T･Taki,R･Hatakenaka,M･Kuwabara,Y･Matsubara,C･Nagase,S.Ikeda: SurglCaltreatmentofthe

spontaneouspneumothoracesanditspathologicalfindings,Broncho-Pneumologie3(4),

A･Mitsuoka,M･KitanoandS.Ishii:Gas-contrastedcomputedtomographyofthemediast,inum･J･Comput･

Assist･Tomogr･5:588,1981･

Honda.K"Hitomi,S.etal:TBLB asadiagnosicprocedurforsarcoidosisin Japan-A cooperative

studyintwentyfourhospitals,,Bronchology･ProceedingoftheSecondWorldCongressforBronchology:

186,1981.

Hitomi .S.,Maesato･K.,Tachibana･T･:BronchoscopicfindingsandtransbronchoscopIClungbiopsyin

sarcoidosis･,Bronchology･ProceedingsoftheSecondWorldCongressforBronchology･･198,1981･

T.Funatsu,T.Taki,Y.Matsubara,R.Hatakenaka,Y.Miyamoto,S.Kosaba,K.NinomlyaandS.Ikeda:

Diagnosisandtreatmentoftracheobronchomalaciawithasthmaticattack,Bronchology･Research,Diagnostic,

andTherapeuticAspects,

松原義人,小鯖 覚,八木一之,宮本好博.畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 '･人工気管による気管

分岐部の再建,日本外科学会雑誌82(9)

光岡明夫,北野司久,友永 轟,梼原健嗣.小橋腸一郎 :僧帽弁閉鎖不全に伴った肺内骨形成症の 1例,日本

胸部臨床40:346,1981.

玉田二郎,高橋憲太郎,伊藤元彦 :Tracheopothia osteoplastica の1例,日本胸部臨床40(10),1981.

カレッド･レシャー ド,北野司久,池 修,相原雑典 :胸郭成形后 Campylobacterfetusにより発生した胸

壁膿痔の1症例,日本胸部臨床40(ll):944,1981.

カレッド･レシヤード,池 修,北野司久,人見滋樹,前里和夫 :胸膜の抗生剤の透過性,最新医学,36

(ll):2201,1981.

青木 稔,伊藤元彦,寺松 孝,平井圭一 :正常及び実験的に炎症を招来させたラット気管腺におけるペルオ

キシダーゼ活性についての細胞化学的研究,環境科学総合研究所年報8:ll,1980.

寺松 孝,伊藤元彦,加藤弘文,船津武志,瀧 俊彦,山本博昭 :分担執筆 :肺,新手術適応とタイミング,

メジカルビュー社,1981.

人見滋樹,前里和夫,他 1名 :サルコイドーシスにおける気管支鏡所見,54年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾

患調査研究妊研究業績 :234,1980.

人見滋樹,他 3名 :サルコイドーシスの肺野病変に関する臨床的検討,54年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患

調査研究業績 :272,1980.

〔学 術 講 演 会〕

Interstitialfibrosisandpneumonias,London大学病理,HerbertSpencer,昭和56年10月13日

病 理 学 部 門

1. 肉芽 ･癌研究グループ

〔学 会 発 表〕

安平公夫,浜本康平 :肉芽に関する研究(5)肺好酸球性肉芽腫症の実験発生(3),日本病理学会第70回総会講演

(1981.4.2)
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浜本康平,馬場満男,安平公夫 :肉芽に関する研究(4)マウス肺形質細胞肉芽腫症の構成 リンパ球一酵素抗体法

による細胞の同定,日本病理学会第70回総会講演 (1981.4.3)

橋本研二,木下和之,安平公夫 :発癌経過中のマウスの血液 DNA-bindingprotein(2)その諸性質と組織内局在

について,第40回日本癌学会総会講演 (1981.10.6)

吉田竜太郎,早石 修,安平公夫 :Meth-A (線維肉腫)の肺転移によるマウス肺 のインドールアミン酸素添

加酵素の誘導,第40回日本癌学会総会講演 (1981.10.5)

安平公夫,浜本康平,熊沢義雄,小原幸信 :マイコバクテリア細胞壁の肉芽形成機能とその化学修飾,厚生省

特定疾患,肉芽性肺疾患調査研究班昭和56年度第 1回総会講演 (1981･5.15)

安平公夫,浜本康平,熊沢義雄,小原幸信 :ロウDとその構成要素の肉芽形成作用,厚生省特定疾患,肉芽性

疾患調査研究班昭和56年度第 1回総会講演 (1981.8.15)

浜本康平,小原幸信,安平公夫 :ウサギ肺における孤立性好酸球肉芽腫の実験発生,更生省特定疾患,肉芽性

肺患調査研究軌 昭和56年度第 1回総会講演 (1981.8.15)

〔誌 上 発 表〕

Hamamoto,Y.,Kobara,Y.,Kojima,A.,Kumazawa,Y.& Yasuhira,K.:Experimentalproductionof

pulmonarygranulomas･I･Immunegranulomasinducedbychemicallymodifiedcellwallsand theircon･

stituents.ョrit.J.exp.Path.62:259-269(1981).

Yasuhira,Y.,Hamamoto,Y･,Kumazawa,Y･& Kobara,Y･:GranulomatogenicactlVltyOfmycobacterial

cellwallsandtheirchemicalmodification. Bull.europ.Physiopath.resp.17:67(1981)･

Yasuhira,K.,Hamamoto,Y.,Kumazawa,Y.& Kobara,Y.:GranulomagenicactivityOfwaxD andits

constituents･Bull･europ.Physiopath.resp.17:67(1981)･

Hamamoto,Y･,Kobara,Y･& Yasuhira,K･:Productionofunifocaleosinophilicgranulomain therabbit

lung.Bull.europ.Physiopath.resp.17:73(1981).

安平公夫 :一般細菌による肺膿場の実験的研究,日本医事新報2975:136-137(1981.5.2)

〔著 書〕

安平公夫,豊島 滋,西村千昭編集,化学療法と免疫療法一感感染,がん,アレルギー疾患,講談社 (1981)

2. 結合織研究グループ

〔学 会 発 表〕

清水克時,石井正治,笠井隆一,山室隆克 細川昌則,竹下修史,竹田俊男 :関節の老化とアミロイド沈着,

第54回日本整形外科学会総会 (昭56･3)

石井正治,藤原祐三,山室隆夫,伊藤元彦,竹田俊男 :線維性骨異形成症のヌー ドマウス移植後の経時的変化

について,第54回日本整形外科学会総会 (昭56.3)

細川昌則,石井正治,小笹 宏,竹田俊男 :結合織に関する実験的研究11.培養線維芽細胞における性ステロ

イドリセプターの分化とコラーゲン代謝応答,第70回日本病理学会総会 (昭56.4)

入野美香,竹田俊男, 安平公夫 :銅と神経系発育 :Penicillamine による銅欠乏モデルマウスにおいて,罪

70回日本病理学会総会 (昭56.4)

竹田俊男,細川昌則,竹下修史,入野美香,樋口嘉一,松下隆寿,富田由美子,安平公夫,清水克時,石井正

袷,山室隆夫 :老化モデルマウスに関する実験的研究Ⅲ.系統樹立の試み(2),第70回日本病理学会総会 (昭56.4)

竹下修史,細川昌別,入野美香,樋口京-,松村敦子,清水克時,竹田俊男 :老化モデルマウスに関する実験

的研究Ⅲ.本系統におけるアミロイド沈着について,第70回日本病理学会総会 (昭56.4)

細川昌則,竹下修史,樋口京-,竹田俊男 :老化モデルマウスに関する実験的研究Ⅳ.本系統にみられる眼所

見一特に白内障について,第70回日本病理学会総会 (昭56.4)

竹田俊男,細川昌則,竹下修史,入野美香,樋口嘉一,松下隆寿,富田由美子,安平公夫,清水克時,石井正
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治,山室隆夫 :老化モデル動物系統樹立の試み (第Ⅲ報),日本基礎老化研究会第 5回大会 (昭56.5)

細川昌則,樋口嘉一,竹下修史,清水克時,竹田俊男:｢老化 モデルマウス｣ の老化 度判定基 準-Grading

ScoreSystem一について,日本基礎老化研究会第 5回大会 (昭56.5)

竹下修史,細川昌則,入野美香,樋口嘉一,安平公夫,竹田俊男:｢老化モデルマウス｣に見られる心血管 系

の変化について (第 Ⅰ報),日本基礎老化研究会第 5回大会 (昭56.5)

清水克時,石井正治,細川昌則,樋口京-,入野美香,山室隆夫,竹田俊男:｢老化モデルマウス｣に見 られ

る筋骨格系の変化について (第ロ報)-椎間板のアミロイド沈着-,日本基礎老化研究会第 5回大会 (昭56･5)

松村敦子,樋口嘉一,清水克時,細川晶則,竹田俊男 :｢老化モデルマウス｣に見られるアミロイドの生化学

的特性 (第 Ⅰ報),日本基礎老化研究会第 5回大会 (昭56.5)

清水克時,石井正治,山室隆夫,細川昌則,竹下修史,竹田俊男 :老化モデルマウスの関節アミロイド沈着一

椎間板のアミロイ ド沈着について-,第25回日本 リウマチ学会総会 (昭56･5)

Shimizu,K.,Ishii,M.,Yamamuro,T.,Hosokawa,M.,Takeshita,S.andTakeda,T.:Depotamyloide

damslesarticulationsd'unmodelemurindesenescenceacceleree.15thInternationalCongressofRheumatO-

logy(June1981,Paris)

石井正治,山室隆夫,藤原祐三,竹田俊男 :Fibrousdysplasia の線維芽細胞の性格について,第14回骨 ･軟

部腫癌研究会 (昭56･7)

石井正治,山室隆夫,竹田俊男 :骨軟部悪性腫癌に対する抗癌剤感受性試験の試み,第14回骨 ･軟部腫癌研究

会 (昭56.7)

石井正治,藤原祐三,山室隆夫,細川昌則,竹田俊男 :ヒト培養病的間葉系細胞にみる性ステロイドホルモン

リセプター,第13回日本結合組織学会総会 (昭56.8)

樋口嘉一,松村敦子,橋本研二,入野美香,細川昌則,安平公夫,竹田俊男,清水克時 :Seneseence Accele･

rated Mouse(SAM)にみられるアミロイド蛋白一生化学的,および免疫組織化学的解析-,第13回日本結合組

織学会総会 (昭56.8)

石井正治,藤原祐三,山室隆夫,伊藤元彦,竹田俊男 :ヌー ドマウス移植による FibrousDysplasiaの病態解

析,第13回日本結合組織学会総会 (昭56.8)

樋口嘉一,竹田俊男,清水克時 :子宮にみられるピリジノリン架橋について,第13回日本結合組 織学会総会

(昭56.8)

清水克時,山室隆夫,樋口嘉一,竹田俊男 :骨 ･騰コラーゲ ンピリジノ])ン架橋の invitroagingについて,

第13回日本結合組織学会総会 (昭56.8)

清水克時,山室隆夫,樋口嘉一,竹田俊男,大辻孝昭 :マウス骨コラーゲン架橋におよぼすェス トローゲ ンの

影響,第13回日本結合組織学会総会 (昭56.8)

〔誌 上 発 表〕

Ozasa,H.,Tominaga,T･,Nishimura,T･andTakeda,T･:Evidenceforreceptor-dependentresponseto

dihydrotestosteroneinculturedhumanfibroblasts･Endokrinologie77:129-136,1981･

Ozasa,H･,Tomi naga,T･,Nishimura,T･andTakeda,T.:Lysyloxidaseactivitylnthemouseuterine

cervixisphysiologlCallyregulated byestrogen･Endocrinology109:618-621,1981･

Hosokawa,M･,Ishii,M･,Inoue,K･,Yao,C･S･andTakeda,T･:Estrogeninducesdifferentresponsesin

dermalandlungfibroblasts:specialreferencetocollagen.Conn･Tiss･Res･9:115-120,1981･

Shimizu,K.,Kasai,R.,Yamamuro,T.,Hosokawa,M･,Takeshita,S･andTakeda,T･:Amyloiddeposition

inthearticularstructureofAKR senescentmice.Arth.Rheum.24:1540-1543,1981.

Takeda,T.,Hosokawa,M･,Takeshita,S･,Irino,M･,Higuchi,K･,Matsushita,T"Tomita,Y.,Yasuhira,

K.,Hamamoto,H.,Shimizu,K.,Ishii,M.andYamamuro,T.:A new murinemodelofacceleratedsenes-

cence･Mech･Age･Devel･17:183-194,1981･

Shimizu,K.,Yamamuro,T･,Higuchi,K･andTakeda,T･:InvitroaglngOfpyridinolinecrosslinksin

boneandtendoncollagens･Arch･Jpm Chir･50:789-795,1981･
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笠井隆一,奥村秀雄,山室隆夫,竹田俊男,新納英夫 :微量元素 (銅 ･錫)の骨組織に対する影響,整形外科

基礎科学 8 ｢骨 ･軟骨代謝の生理と病態｣321-326,昭和56年.

3. 表面活性物質研究グループ

〔学 会 発 表〕

鈴木康弘,中井栄一,大川軟- :再構成肺表面活性物質の表面活性について 第70回日本病理学会総会 (56年

4月)

鈴木康弘,中井栄一 :肺表面活性物質の再構成法の検討.第12回日本界面医学会 (56年 6月)

鈴木康弘,中井栄一 :肺表面活性物質の表面活性-の蛋白,脂質の関与とその特異性について 第12回日本界

面医学会 (56年 6月)

こ誌 上 発 表〕

YosukeShigematsu,ToruMomoi,Masakatsu,Sudo,YasuhiroSuzuki:(W-I)-hydroxymonocarboxylicacids

in urineofinfantsfedmedium-chain triglycerides.ClinicalChemistry27:1661,1981.

YasuhiroSuzuki,EiichiNakai,KinichiOhkawa:Experimentalstudieson thepulmonarysurfactant-

ReconstitutionofsurfaceactivemateriaLJournalofLipidResl23:53,1982.

YasuhiroSuzuki･:Effectofprotein,cholesteroland phosphatidylglycerolonthesurfaceactivlty ofthe

lipid-protein complex reconstituted from pigpulmonary surfactant･JournalofLipid Res.23:62,1982.

3. 博士論文抄録

教室で行われた実験が主論文となって,本年度に博士号審査に合格 した次の 3業績を抄録する.

博士論文抄録 1.

培養 ヒト皮膚線維細胞-のdihydrotestoster｡ne 作用にかんする研究一特に,蛋白 ･コラーゲ ンおよび DNA

合成能に及ぼすホルモン効果について一小笹 宏,富永敏朗,西村敏雄,竹田俊男,日本産科婦人科学会雑誌,

32,1567-1574,昭55年.

正常性成熟婦人の腹部および外陰部皮膚培養線維芽細胞を用い sucrosedensity gradientanalysisにより細

胞が 8S dihydrotestosterone (以下 DHT) リセプターを有すること, ついで intactminolayerassayにて

DHT結合能およびみかけの解離定数を検討 したところ腹部線維芽細胞で21.6±1.1fmole/mgprotein,0.50±

0.028nM 外陰部線維芽細胞で35.9±1･7fmole/mgprotein,0.24±0.015nM で,DHT 結合能が後者で有意

に高いことが判った｡更にこれら細胞の DNA,蛋白およびコラーゲン合成能におよぽす DHT の影響を観察 し

たところ両細胞とも明瞭な蛋白合成能の冗進がみられ,かつその効果は外陰部由来の細胞が僅かながら強 く,コ

ラーゲ ン合成能は外陰部由来線維芽細胞が腹部に比 し明かに高い克進を示 した｡DNA 合成能には両者間に差は

なかった｡以上の成績より培養 ヒト線維芽細胞に対する DHT の蛋白 ･コラーゲ ン合成成能克進作用が線維芽

細胞の DHT 結合能に相関し,DHT の作用が線維芽細胞の DHT リセプターを介 して発現 していることを示

唆 している｡

博士論文抄録 2.

KatsujiShimizuetal.:AmyloiddepositiononthearticularstructuresofSenescenceAccelerated Mouse

(SAM)Arthritisand Rheumatism 24(12):1540-1543,1981,ArthritisandRheumatism,25:710-712,1982.

人体関節組織へのアミロイド沈着は,最近加齢に伴って高頻度におこることが知られてきたが,これまで実験

動物の関節にアミロイ ド沈着を証明した報告はない｡新 しい純系動物,老化促進モデルマウス (SAM)の滑膜性

関節 (Arthritis& Rheum･,1981)及び 椎間板 (Arthritis& Rheum･,1982)を組織学的に検討した結果,高頻

度にアミロイド沈着を認めた｡全身の関節を調べた結果,好発関節と低発関節があった｡またこの関節アミロイ

ド沈着の頻度と月齢との間に有意の正の相関があり,対照のR系高齢マウス数例に同様の沈着を認めたことから,

この関節アミロイ ド沈着は加齢と密接な関連を持つと結論 した｡このマウスは,関節アミロイド沈着の機構の解
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明,関節の退行性変化とアミロイド沈着との関係の解明を行う上での実験モデルとなると考える｡

博士論文抄録 3.

D-PenicillamineToxicityin Mice.ⅠⅠ.ConcentrationsofCu,Zn,and FeRelatedto Developmentof

Toxicity･:Irino,M･,Yasuhira,K･andTakeda,T.;Toxicol.Appl.Pharmacol.63:1-12,1982.

D-Penicillamine(以下 Pe)は,近年慢性関節 リウマチの治療等に広く用いられている｡

0.4%の Peを生後 3週の DDD マウスに経口投与すると,神経症状,結合組織成熟障害が観察され,出現時

期に一致して,脳 ･脊髄 ･皮膚銅含量は著 しい低値を示 した｡さらに,銅を投与することで,これら雄織銅含量

は回復 し,臨床所見は改善された｡また,妊娠 ･授乳中の母獣-の0.4% Pe 経口投与は,乳仔に,より重篤な

神経系,結合組織の障害を惹起 し,64%が離乳までに死亡した｡乳汁銅含量は対照群の20%を示 し,雑織銅定量

の結果,乳仔の顕著な銅欠乏状態を確認 した｡さらに,母獣に,出産と同時に銅を投与することで,乳仔組織銅

含量は回復 し,同時に,完全な生存率の回復,異常所見の消失が認められた｡以上,D-Penicillamine は,幼君

な動物に神経系発育 ･結合組織の成熟障害をもたらし,その直接原因は,キレー ト作用により惹起された銅欠乏

状態であると考える｡

細 胞 化 学 部 門

〔学 会 発 表〕

相良淳二,永田和宏,市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化,19報,粗製アクトミオシンの Mg-

ATPase活性の変化,第40回日本癌学会総会,昭和56年10月,札幌

永田和宏,相良淳二,市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞の増殖と分化,20報,分化とアクチン関与ゲル化,

同上学会

相良淳二,永田和宏,市川康夫 :骨髄性白血病細胞 (Ml) アクトミオシンの相互作用,第19回日本生物物理学

会,昭和56年10月,福岡

〔誌 上 発 表〕

Y.Sokawa,K･Nagata,andY･Ichikawa:Inductionandfunctionof2',5'･Oligoadenylatesynthetasein

differentiationofmousemyeloidleukemiacells.Exp.CellRes.135,1911197,1981･

永田和宏 :白血病細胞からマクロファージへの分化一運動能発現機構をめぐって-,代謝 18,43-52,1981.

市川康夫,堀内正宏 :マクロファージと好中球への分化のふり分け,水野 ･武谷 ･石田編,続生体防御の機構

(東大出版)p･53-62,1981.

市川康夫 :Ml と Mml株について,組織培養 7,1-6,1981.

細 菌 血 清 学 部 門

〔学 会 発 表〕

Katsura,Y.,Kina,T.,Minato,N.,Takaoki,M.,Takahashi,C.andNishikawa,S.:Selectiveinfectionof

vesicularstomatitisvirustosuppressorinducerT cells.XIVthInternationalLeucocyteCultureConference,
Heiderberg,Germany,June1981,

Hosono,M･andKatsura,Y･:Inductionofself-specificcytotoxiclymphocytesinH･2homozygousFl-P

mixedspleencellculture･ReceptorsandRestrictionsintheimmuneResponse,Kyoto,October1981.

書納辰夫,矢野勝書,長田洋子,高沖悠子,桂 義元 :4･hydroxy-3-nitrophenylacetyl(NP)反応性T細胞の

抗原特異性の解析,第11回日本免疫学会総会 (昭56.12月)東京.

矢野勝書,書納辰夫,高橋千恵,森重福美,桂 義元 :長期培養T細胞による 2,4,6-Trinitrophenyl(でNP)

特異的遅延型過敏症及びヘルパー活性の解析,第11回日本免疫学会総会 (昭56.12月)東京



昭和57.3 - 37-

細野正道,桂 義元 :同一系統,同一個体内での PLN (Popliteallymphnode)肥大反応 :反応誘発細胞と反

応細胞の加齢に伴う変動,第11回日本免疫学会総会 (昭56.12月)東京

喜納辰夫 :T細胞によるポリクローナル Ig 産生の調節,京都免疫シンポジウム (昭56.7.京都)

〔誌 上 発 表〕

Katsura,Y･,Minato,N･andNishikawa,S･:Roleofvirus-replicatingTcellsinthesuppressionofdelayed･

typehypersensitivity,∫.Immunolリ126,1529-1533 (1981)

Ⅹatsura,YリKina,TリMinato,NリTakaoki,M.andNishikawa,S∴Selectiveinfectionofvesicularstomatitis

virustosuppressorinducerT cell.MechanismsofLymphocyte Activation,Ed･by K･Resch and H･

Kirchner,EIsevier/North-Holland BiomedicalPress,Amsterdam,New York,Oxford,p･603-606.(1981)

Kuhara,T･,Hosono,M･andFujiwara,M･･･StudiesontheResistancetoToleranceInductionagalnStHuman

lgG inDDD Mice･ⅠⅤ･TransientTolerantStateorT-cellPrecursorsin l】oneMarrow･Cell･Immuno1.,

57,377-388(1981).

Hosono,M･andFujiwara,M･:StudiesontheResistancetoToleranceInductionagalnStHumanlgG in

DDD Mice･V･InsignificantContributionofSuppressorCellstotheAge-Related Changein Tolerogen

Susceptibility.BullChestDisRes･Inst･,KyotoUniv･,14,33-43(1981)

Fujiwara,M･,Hosono,M･andKuhara,T･:InductionofimmunologlCaltoleranceinT cellprecursorsin

bonemarrow. CellularandMolecularMe｡hanismsoflmmunologicTolerance,Ed.by T.Hrabaand M.

Hasek,MarcelDekkerinc.,New York,p.225-230.(1981).

Nishikawa,S.,Hirata,T.andlzumi,T.:Helperfunctioninpatientswith sarcoidosis･Sarcoidosis,Ed.

byR.Mikamiand Y.Hosoda,Univ･TokyoPress(1981).

臨床肺生理学部門および放射線科

〔学会 ･研究会発表〕

加藤幹夫 :火災事故被災者の肺機能障害について,結核胸部疾患研究所学術講演会,1981.1.

坂口圭司,藤田正憲,室本 仁,倉田昌彦,岡田英彦,本田 宏 :華丸原発巣切除後,腫痔マーカー陰性のま

ま肺転移をきたした胎児性癌の一例,第34回肺癌学会関西支部会,1981.2.

大井元晴,加藤幹夫,佐川弥之助 :24%酸素吸入による高炭酸ガス血症悪化に関するイヌ実験モデル,厚生省

特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班1981.2.

甲斐隆義,宮崎泰弘,

学会総会,1981.2･

加藤幹夫,

平井正志,

省特定疾患

芳賀敏彦,

経過,同上,

芳賀敏彦,

竹田俊彦,

大成功-,

李 勝弘,

｢呼吸不全｣

米田艮蔵,

1981.2.

町田和子,

佐藤公彦,

福島 純,桑原哲郎 :大分市医師会立アルメイダ病院胸部外来の現況,大分市医師会医

平井正志 :火災事故被災者の肺機能障害について,第22回閉塞性肺疾患研究会,19&1.2.

安井浩明,島田一恵,佐川弥之助 :呼吸不全による気管切開の問題点 (第 2報),厚生

調査研究粧昭和55年度総会,1981.2.

大井元暗,倉島篤行 :家族性に発生 し母 ･子 2例を剖検 し得た原発性肺高血圧症の臨床

長山直弘,渡辺純一,大井元晴 :膜型酸素富化 (濃縮)器の臨床応用,同上,1981.2.

佐川弥之助 :線維芽細胞のステロイドレセプター系の分化と臓器特異性,第17回 FLD

シンポジウム,1981.2.

室本 仁,藤田正憲 :最近の呼吸器疾患の知見について,郵政病院診療所研究会,1981.3.

草硝芳明,大井元晴,他 :強力化学療法による初期患化一悪化時レ線および組織所見の検討,第56回日本結核

病学会総会,1981.4.

芳賀敏彦,大井元晴,他 :膜型酸素濃縮器の臨床応用,第21回日本胸部疾患学会総会,1981.4.
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島田一恵,佐藤公彦,佐川弥之助 :Hhpoxiaの血管外肺水分量に及ぼす影響,第21回日本胸部疾患学会総会,

1981.4.

安田隆三郎,李 泰興,他 :大動脈弁置換術10症例の検討,第11回滋賀県循環器疾患研究会,1981.4.

中井栄一,鈴木康弘,徐 航零 :摘出肺癌租織周辺部における肺胞腔内脂質の超徴形態の観察,第70回日本病

理学会総会,1981.4.

佐川弥之助 :肺内水分量の測定と意義,第21回日本胸部疾患学会総会特別講演,1981.5.

Dr.J.Mead:TheDia･phragm:It'sActionsand Displacements,1981.5.

坪井裕志,弘野慶次郎,市谷廼雄 :有療性膿胸に対する手術々式とその成績について,近畿外科学会,1981.5.

徐 航胃,佐藤公彦,加藤幹夫,佐川弥之助 :走査型電顕法によるマウス胎内胸膜の観察,第21回日本胸部疾

患学会総会,1981.5.

加藤幹夫 :臨床肺機能検査の現状と将来,パネルディスカッション,肺機能の問題点,第21回日本胸部疾患学

会総会,1981.5.

宮本茂充 :天川村に於ける村民健康検診の中間報告ならびに若干の考察,第21回国保地域医療学会,1981.5.

佐川弥之助 :肺水腫の臨床,京都府医師会胸部医会講演会,1981.6.

佐野 求,加藤幹夫,佐川弥之助 :低酸素性肺血管収縮反応一肺血行動態の血流再配分に及ぼす影響について,

第 1回京阪神肺機能研究会,1981.6.

坪井裕志,弘野慶次郎,市谷麹雄 :術前換気機能の評価困難であった低肺機能患者の肺切除経験,日本胸部外

科学会関西地方会,1981.6.

崎田倫代,藤田正憲,山田公二,室本 仁,倉田昌彦,岡田英彦,下村泰造 :肺内陰影を認めない胸膜病変に

おける胸陸鏡の診断的役割,第17回日本胸部疾患学会近畿地方会,1981.6.

関川利幸,佐藤公彦,佐川弥之助 :エンドトキシン投与時の過酸化脂質の変動について,第17回日本胸部疾患

学会近畿地方会,1981.6.

大八木章博,仁瓶誠五,星野忠彦,徐航零 :肺腺癌に喉頭南平上皮癌を併発した 1症例,日本耳鼻咽喉科学会

大阪地方連合会第197回例会,1981.6.

平井正志,大成功-,加藤幹夫 :火災事故被災者の気道抵抗について,第 1回京阪神肺機能研究会,1981･6･

山口 九 佐本昌平,加藤幹夫,佐川弥之助,太田和夫,小野村敏信 :特発性側轡症の肺機能及び変形胸郭に

ついて,第17回日本胸部疾患学会近畿地方会,1981.6.

森 直視,安田隆三郎,李 泰興,他 :大動脈 ･冠動脈バイパス手術症例の検討,第51回日循学会近畿地方会

1981.6.

玉井秀男,安田隆三郎,李 泰興,他 :SLE をともなった大動脈弁閉鎖不全症の1例,同上 1981･6･

李 泰興,安田隆三郎,他 :PTFE graftを用いた extra-anatomi cbypassによる鎖骨下動脈起始部閉塞の2

治験例について,第24回日本胸部外科学会関西地方会,1981.6.

薗 潤,安田隆三郎,李 泰興,他 :開心術後の急性腎不全とその対策,同上,1981･6･

佐川弥之助 :肺水腫における肺内水分量の測定,神戸大学医学部内科講演会,1981･7･

弘野慶次郎,市谷廼雄,坪井裕志 :胸壁の Ewing'ssarcomaの 1例,第35回日本肺癌学会関西支部会,1981･7･

寒川光治,江口 忠,藤田正憲,山田公二,飯塚満男,室本 仁,倉田昌彦,岡田英彦,下村泰造,田辺正

也 :悪性胸膜中皮腫 3例の検討.第35回肺癌学会関西支部会,1981･7･

安田隆三郎,李 泰興,他 :ⅠVH 合併症の2治験例,第9回京滋栄養 ･輸液懇談会,1981･7･

森 渥視,安田隆三郎,李 泰興,他 :シンポジウム,開心術の合併症,発言,関心術後急性腎不全とその対

莱,第34回日胸外科学会総会,1981.9.

加藤幹夫 :慢性閉塞性肺疾患の診断と治療,京都府社会保険支払基金学術講演会,1981･9･

下田書美子,山本 徹,藤田正憲,河崎 昭,宝木 仁 :多発性硬化症,免疫異常のある間質性肺線維症,罪

24回大阪内科懇話会,1981.ら.

中村良雄,安田隆三郎,李 泰興,他 :右冠動脈右心室虜の1治験例,第12回滋賀県循環器疾患研究会,1981･

10.
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安田隆三郎,李 泰興,他 :腹部大動脈癖破裂の 1手術治験例,同上,1981.10.

玉井秀男,安田隆三郎,李 泰興,他 :Vegetation の超音波診断,同上,1981.10.

崎田倫代,藤田正憲,山田公二,室本 仁,倉田昌彦 :肺内陰影を認めない胸部悪性陸揚症例における胸腔鏡

検査の診断的役割,第22回日本肺がん学会総会,1981.10.

佐川弥之助 :呼吸不全の臨床,湖北医師会講演会,1981.ll.

安田隆三郎,李 泰興,他 :バルサルバ洞動脈痛破裂の 1手術治験例,第130回近畿外科学会,1981.ll.

薗 潤,安田隆三郎,李 泰興,他 :僧帽弁置換兼三尖弁形成術後に意識障害をきたした 1症例について,

同上,1981.ll

薗 潤,安田隆三郎,李 泰興,他 :病院開設以来の心臓血管外科手術症例の検討,同上,1981.ll.

安田隆三郎,李 泰興,他 :無輸血開心術の検討,滋賀県外科医会,1981.ll.

徐 航零,加藤幹夫,佐川弥之助 :Kartagener症候群的電子顕微鏡研究,台湾医学会第74総会,1981.ll.

中井栄一,徐 航胃 :人的療菌周囲物質の凍結割断法による電子顕徽鏡的研究,台湾医学会第74回総会,1981.

ll.

佐本昌平,平井正志,加藤幹夫,佐川弥之助 :慢性閉塞性肺疾患における肺内圧縮ガス量,第18回日本胸部疾

患学会近畿地方会,1981.ll.

大井元晴,加藤幹夫,佐川弥之助 :睡眠時高度に低酸素血症の悪化 した慢性呼吸不全の 1例,第18回日本胸部

疾患学会近畿地方会,1981.ll.

弘野慶次郎,市谷廼雄,坪井裕志 :胸壁の malignanthemangiopericytoma の 1経験例, 近畿外科 学 会,

1981.ll.

村田純子,藤田正憲,室本 仁 :肝牌膜をともない気胸をくりかえした若年者の間質性肺線維症の 1例,北野

病院内集談会,1981.ll.

M･Kato,K･Onaru,M･HiraiandY･Sagawa:Chroniceffectsoffirecasualtyon pulmonaryfunction

7thAsiaPacificCongressonDiseasesoftheChest,Ilong-Kong･Nov11981,

HsuHang-Hsiao,E･Nakai,K･Sato,M･Kato,Y･Sagawa:A studyofmorphologlCalchangesduringthe

developmentofmicepleurafrom embryotosenilestage,Hong-Kong･Nov･1981･

M･Kurata,H.Okada,Y･Shimomura,M･Fujita,J･Muromoto:A Clinicalevaluationoftheracoscopy,A

studyofmorphologlCalchangesduringthedevelopmentofmicepleurafrom embryotosenilestage,Hong-

Kong.Nov･1981.

武内俊史,安田隆三郎,李 泰興,他 :関心術後 IABP 施行例の険討,第52回目循学会近畿地方会,1981.
12.

三好稔彦,安田隆三郎,李 泰興,他 :バルサルバ洞動脈癖破裂におけるコントラス ト超音波断層法の有用性

を示 した 1症例,同上,1981.12.

福島 純,宮崎泰弘,桑原哲郎,甲斐隆義 :胸部Ⅹ線写真上興味ある経過を示 した肺胞上皮癌の 1例,第19回

日本肺癌学会九州地方会

宮崎泰弘,福島 純,桑原哲郎,甲斐隆義 :1側胸膜肺全稿を併用 した悪性胸腺腫の 1手術症例,同上.

桑原哲郎,宮崎泰弘,福島 純,甲斐隆義 :比較的末櫓に発生 し興味ある進展を示 した腺様嚢胞癌の 1例,同

上.

下田喜美子,藤田正憲,河崎 昭,室本 仁 :多発性硬化症と免疫異常を背景にした若年者の間質性肺線維症

の一例,第106回日本内科学会近畿地方会,1981.12.第 4回京大胸部研肺生理学部門研究会,1981.12.

平井正志 :気道抵抗測定の問題点について,第 4回京大胸部研臨床肺生理学部門研究会,1981.12.

三嶋理晃,久野健忘,中川正清,安井浩明,東谷康治 :C･0･P･D･における 133X e一持続注入法による トボグ

ラフィカルな換気 ･血流分布の検討,同上,1981.12.

新株成介 :過敏性肺臓炎と思われる3例,同上,1981.12.

宮本茂充 :天川村に於ける村民健康検診,同上,1981.12.

陳 和夫 :小細胞癌の治療,同上,1981.12.
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田中蟹子 :中枢気道内に腫膚を形成 した甲状腺癌転移の 2例,同上,1981.12.

弘野慶次郎,坪井裕志,市谷廼雄 :胸壁のへマンギオペリサイト-マの 1例,同上,1981.12.

島田一意,安田隆三郎,李 泰興 :Mesothelioma と思われる1例,同上,1981.12.

安井浩明,久野健志,中川正清,三嶋理晃,東谷康治 :肺原発悪性 リンパ腫と考えられた 1例,同上,1981.

12.

山田久和 :最近経験した急性呼吸不全の症例,同上,1981.12.

石部裕一 :術直後に発生 した肺水腫の 1例,同上,1981.12.

山岡久泰 :重篤な心肺不全をきたした成人の巨人結腸症の 1例,同上,1981.12.

藤田正憲,佐川弥之助 :一回呼吸法による局所肺気量,肺胞 N2濃度に関する研究,同上,1981.12.

〔誌 上 発 表〕

久野健志,佐川弥之助 :肺機能からみた閉塞性肺疾患,臨床科学,17:146,1981.2.

大井元晴,加藤幹夫,佐川弥之助 :24%酸素吸入による高炭酸ガス血症悪化に関する実験モデル,厚生省特定

疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班昭和55年度研究業績,1981.3.
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